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この度はお買い上げ頂き、 あ りがと う ございます。 貴方を
ド ゥ カテ ィ ス ト の仲間と し て迎えれる こ とは、 私達に と っ
て何よ り もの喜びです。 この新しいバイ クでは日常的に利
用されるだけではな く 、 ロングツーリ ングも楽し まれる こ
と と思います。 Ducati モーターホールデ ィ ング社は、 その
ラ イデ ィ ングが常に快適で楽しいものであるよ う願ってい
ます。
私達は、 常にア フ ターサービスの改善に努めていますが、
その努力の一環と し て、 お客様にこのマニュ アルに記載さ
れた正しい使用方法、 特に慣ら し運転の項を順守し ていた
だ く よ う お願い致し ます。 そ う する こ とによ り、 Ducati は
あなたの要求にいつでも応え、 最高のラ イデ ィ ングがいつ
も楽しめる こ と で し ょ う 。
修理作業や適切なア ド バイスが必要な場合は、 Ducati オ
フ ィ シ ャルデ ィ ーラーにご連絡下さい。
誰よ り も Ducati を熟知し たエキスパー ト 達が、 いつも万全
の体制でお客様のご要望にお応え致し ます。

楽しいラ イデ ィ ングを！

参考
Ducati モーターホールデ ィ ング社は、 本マニュ アルの

編集過程での誤り に対し、 いかなる責任も負 う ものではあ
り ません。 こ こに記載された情報は、 印刷時点において最
新のものです。 Ducati モーターホールデ ィ ング社は、 製品
を改良、 発展させてい く ために必要と される、 あらゆる変
更を行 う権利を保有し ます。
安全のため、 そ し て保証を有効にするため、 また Ducati
モーターサイ クルの信頼性、 価値を保証するため、 Ducati
オ リ ジナルパーツのみをご使用下さい。

警告
本マニュ アルは車両の一部とみな され、 車両を売却す

る際には、 常に新しい所有者に渡さ なければな り ません。
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はじめに

保証について
あなた自身のため、 また製品の信頼性を保証するために、
特に専門的技術が要求される整備作業は、 Ducati オフ ィ
シ ャルデ ィ ーラーまたはサービスセン ターにご依頼頂 く よ
う 強 く お薦めし ます。
Ducati オフ ィ シ ャルデ ィ ーラーの熟練し たス タ ッ フが、 ど
のよ う な整備作業にも対応でき る適切な器具と、 完璧な互
換性、 円滑な作動、 ロングラ イ フ を保証する Ducati オ リ ジ
ナルパーツのみを使用し、 最善のサービスを提供致し ます。

全ての Ducati モーターサイ クルには保証書が付属し ていま
す。 スポーツレースで使用し た車両又は十分な メ ンテナン
スが行われていない車両は保証の対象にな り ません。 また
保証期間中に、 車両の一部あれ、 Ducati オ リ ジナルパーツ
以外の部品と交換し た り、 改造し た り、 変更し た り し た場
合、 保証は適用されません。

シンボルマーク
このバイ クについてよ り良 く 理解するため、 当マニュ アル
をよ く お読み下さい。 車両について、 不明な点、 さ らに詳
し く お知り にな り たい点がある場合は、 ご購入先のオフ ィ
シ ャルデ ィ ーラーにお問い合わせ下さい。 当マニュ アルに
記載された情報は、 あなたの走行にき っ と役立つこ と で
し ょ う。 Ducati モーターホールデ ィ ング社は、 快適で楽し
い走行を願いつつ、 長期にわたってあなたの車両性能が保
たれるよ う お手伝いし ていきたいと思ってお り ます。
本マニュ アルには注意事項と し て、 下記のシンボルマーク
が使用されています ：

警告
この説明を順守し ない場合、 重度の負傷および死亡に

まで至る危険性があ り ます。

重要
車両な らびに車両構成部品に損傷を与える可能性があ

り ます。

参考
作業上の追加注意事項

文中の 「右」、 「左」 の表記は乗車位置から見た位置です。
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安全運転のための注意事項

警告
運転を開始する前によ く 読んで下さい。

多 く の事故の殆どは経験不足のために起こ り ます。 運転時
には運転免許証を必ず所持し ているかを確認し て下さ い。 
免許証は適し た車種および有効期限内のものが必要です。
あなたの車両を未経験者および有効免許証を持っていない
ラ イダーに貸さ ないで下さ い。
ラ イダー、 パッ センジ ャー共に常に適し た服装、 およびヘ
ルメ ッ ト の着用は義務と な ってお り ます。
視界を制限し た り、 操作の妨げになるア クセサリーなどが
ない。 適切なラ イデ ィ ングウエアを着用し て下さい。
屋内では絶対にエンジンを始動し た り、 作動させた り し な
いで下さい。 排気ガスは有毒ですので、 短時間で意識を
失った り、 さ らには死亡にまで至る危険性があ り ます。
ラ イダー、 パッ センジ ャー共に、 走行中は足を フ ッ ト レス
ト に乗せておいて下さい。
方向を変えた り道路の状態が変わった り する場合は、 ラ イ
ダーは常に手でグ リ ッ プを握り、 パッ センジ ャーは常に両
手でバッ ク テール上の所定のハン ド ルバーを両手で握らな
ければな り ません。 リ アハン ド ルバーの使用については、
125 ページの “パッ センジ ャーハン ドルバー” の章を参照
し て く だ さい。
走行地域の道路交通法、 法律等を遵守し て下さ い。
常に指示された速度制限を厳守する と と もに、 視界や道路
条件、 混雑の割合に合わせて、 常に速度を調整し て下さい。
レーンチ ェ ンジする時や曲がる時には、 常に適切に ターン
イ ンジケーターを使用し、 早めに合図を し て下さい。

良好な視界を保ち、 前方車両の” 死角” に入らないよ う走
行し て下さい。
交差点や、 私有地の出口に近い場所、 駐車場、 高速道路へ
の進入路等を走行する際は充分に注意し て下さ い。
給油の際は常にエンジンを停止し、 給油時にエンジンやエ
キゾース ト パイプにガソ リ ンがこぼれないよ う に注意し て
下さい。
給油時は絶対に喫煙し ないで下さ い。
給油の際に、 人体に有毒な気化ガソ リ ンを吸い込む可能性
があ り ます。 も し ガソ リ ンが皮膚や衣服に付着し た場合は、
直ちに石鹸と水で洗浄し、 衣服を取り替えて下さい。
車両から離れる場合は、 必ずキーを抜いて下さ い。
エンジン、 エキゾース ト パイプ、 サイ レ ンサーはエンジン
停止後も長時間高温を保ちます。

警告
エキゾース ト システムは、 エンジンを止めた後も熱い

場合があ り ます。 エキゾース ト システムボデ ィ には手を触
れないよ う 充分注意し、 車両を木材、 木の葉などの可燃物
のそばに駐車し ないよ う に し て下さい。

車両は人や物がぶつからないよ う な場所にサイ ド ス タ ン ド
を使用し て停車し て下さい。
平面でないと こ ろや柔らかい地面、 および車両が倒れる可
能性がある場所には絶対に停車し ないで下さい。
8
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最大積載時の運転
このバイ クは最大積載時で も長距離を安全に走行できるよ
う に設計されています。
重量をバラ ンス良 く 配分する こ とは、 通常の安全走行に必
要な注意事項です。 凸凹道を走行し た り、 急な進路変更を
必要とする際の ト ラ ブルを避けるために、 と ても重要です。

警告
車両許容重量を超える こ とのないよ う、 以下の積載容

量に注意する こ と。

積載容量について
ラ イダー、 パッ センジ ャー、 荷物、 ア クセサリーを含めた
走行時の総重量は、 以下の数値を越えてはいけません ：
400 Kg.

重要
積み荷は車両の中心に近 く 、 できる限り低い位置に配

置するよ う 努めて下さい。
バッ グなどの荷物は車体に し っかり固定し ます。 確実に固
定されていない場合、 運転が不安定になる危険があ り ます。
車両が不安定にな り ますので、 ステア リ ングヘ ッ ド やフ ロ
ン ト マ ッ ド ガー ド 部に、 体積や重量のある ものを固定し な
いで下さい。
車両の可動部分の妨げになる恐れがあ り ますので フ レーム
のすき間に絶対に物を挟まないで下さい。
サイ ドバッ ク設置 （ご要望で Ducati 部品交換セン ターにて
受付可能） の際は、 荷物やア クセサリーをそれぞれの重量
に基づき、 サイ ド バッ クの重量が均一になるよ う に心がけ
ます。 それぞれのロ ッ クでサイ ド バッ グを閉めます。
タ イヤが、 165 ページに定められた規定空気圧内の良いコ
ンデ ィ シ ョ ンである こ と を確かめて下さい。
9
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識別データ
すべての Ducati モーターサイ クルはフ レームナンバー ( 図
1) と エンジンナンバー( 図 2) の 2 種類の番号で識別し ます。

参考
これらの番号は車両モデルを識別する もので、 部品を

注文する際にも必要です。

フ レーム 　 N. 

エンジン 　 N. 

図 2

図 1
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イ ンス ト ルメ ン ト パネル
( ダ ッ シュボー ド )

車体には二つのイ ンス ト ルメ ン ト パネルが装備されていま
す : ハン ドルバーに設置された メ イ ン イ ン フ ォ メ ーシ ョ ン (
スピー ド 、 エンジン回転数、 エンジン クーラ ン ト 温度及び
時刻 ) を表示する LCD デ ィ スプレ イ (1、 図 3)、 及び、 タ ン
ク底に設置され ト リ ッ プイ ン フ ォ メ ーシ ョ ン ( 設定ラ イ
デ ィ ングモー ド 、 オ ド メ ーター、 燃費、 平均速度等 ) 及び
様々な機能の作動、 調整のための “設定” ( “setting” ) メ
ニューを表示する TFT カ ラーデ ィ スプレ イ (2、 図 3) です。

2

1

図 3
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ハン ドルバーに設置されたイ ンス ト ルメ
ン ト パネル
1) LCD デ ィ スプレ イ。
2) ニュー ト ラルラ ンプ N ( 緑 ) 。
ギアポジシ ョ ンがニュー ト ラルの時に点灯し ます。

3) ハイ ビーム表示灯  ( 青 )
ハイ ビーム点灯時に表示し ます。

4) エンジンオイル圧警告灯 ( 赤 )
エンジンオイルのプレ ッ シ ャーが低すぎる時に点灯し ます。 
“Key-on” の状態が必要ですが、 エンジン起動後、 数秒の停
止が必要です。
エンジン温度が高い時に、 場合によ って数秒間点灯する こ
とがあ り ますが、 回転数が上がる と消灯し ます。

重要
エンジンに重度の破損を もたらす恐れがあるので、 こ

のラ ンプ (4) が点灯続けている場合は、 車両を使用し ないで
下さい。

5) リザーブ燃料警告灯  ( 琥珀色 )
燃料レベルがリザーブ状態になる と点灯し ます。 約 4 リ ッ
ト ルになった と きに点灯し ます。

6) ターン イ ンジケーター表示灯  ( 緑 )
ターン イ ンジケーターを ON にする と点灯し、 点滅し ます。

7) “車両 / エンジン診断 - EOBD” ラ ンプ  ( 琥珀色 )
エンジン と / も し く は車両にエ ラーが出る と同時に点灯し
ますが、 場合によ っては、 エンジンブロ ッ クにつながる こ
と もあ り ます。

1

6 9 7 2 4 5 3 68

図 4
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8) リ ミ ッ ターラ ンプ “Over rev” / ト ラ クシ ョ ン コ ン ト

ロールラ ンプ “DTC” ( 赤 ) ( 図 4):

(*) それぞれのエンジン コ ン ト ロールユニ ッ ト の口径測定
は、 モデルによ り、 リ ミ ッ ターの限界と リ ミ ッ ターそのも
の次第で異なる設定になる場合があ り ます。

参考
Over rev フ ァ ン クシ ョ ン ラ ンプ と DTC ラ ンプが同時

に点灯し た場合、 イ ンス ト ルメ ン ト パネルには Over rev
フ ァ ン クシ ョ ン ラ ン と表示されます。

9) ABS ラ ンプ  ( 琥珀色 ) ( 図 4)。
ABS 停止も し く はエラー時に点灯し ます。

Over rev ラ ンプ

続行 停止

第一起点 - リ ミ ッ ターに達する
RPM 数 (*)

On - 無点滅

リ ミ ッ ター ( 外部回転切断 ) (*) On - 点滅

DTC 作業ラ ンプ

作業な し 停止

DTC 作業中 On - 点滅

エンジン停止 / 走行速度 5 Km/h 以下

消灯 点滅 点灯

 - 
メ ニューの “ABS” 機
能を使って ABS が解
除されている

ABS 機能はまだ発動
していない

エンジン起動 / 走行速度 5 Km/h 以下

消灯 点滅 点灯

 - 
メ ニューの “ABS” 機
能を使って ABS が解
除されている

ABS 機能はまだ発動
していない

エンジン起動 / 走行速度 5 Km/h 以上

消灯 点滅 点灯

ABS 機能は起
動中

メ ニューの “ABS” 機
能を使って ABS が解
除されている

問題発生のため、ABS 
は解除されている
13
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LCD の主な機能

1) スピー ド メ ーター 
走行速度を表示し ます
2) タ コ メ ーター
1 分間のエンジン回転数を表示し ます。
3) 時計
4) クーラ ン ト 温度計
エンジン クーラ ン ト 温度を表示し ます。

重要
温度が最高に達し た時は車両を使用し ないで下さい。

エンジンを傷める可能性があ り ます。
2

3 41

図 5
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車両速度計
この機能は車両速度 （Km/h または mph の選択が可能） を
表示し ます。
イ ンス ト ルメ ン ト パネルは実際のスピー ド情報を受信し、
5% 上乗せし て表示し ます。
表示可能最高速度は 299 km/h (186 mph) です。
299 Km/h (186 mph) 以上の場合、 “ - - - ” ( 連続表示 ) が表
示されます。

図 6

図 7
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エンジン回転数表示 (RPM)
この機能はエンジン回転を表示し ます。
イ ンス ト ルメ ン ト パネルにはエンジン回転データが表示さ
れます。
左から右に見えるデータは回転数を表し ます。

図 8
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時計
この機能では時刻を表示し ます。
時刻は常に以下のよ う に表示されます ：
AM 0:00 から 11:59
PM 12:00 から 11:59

バッ テ リー電源が中断された場合 (Battery OFF)、 電源の確
保および次の起動時 (Key-On) に時計はリ セ ッ ト され、 自動
的に “0:00” から再開し ます。

 

図 9
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エンジン クーラ ン ト 温度
エンジン クーラ ン ト に関する表示機能について記述し ます。
温度測定単位の選択が可能です。 
(°C o °F)
以下のとお り、 データが表示されます :
- データが - 39°C から +39°C の場合、 イ ンス ト ルメ ン

ト パネルには無点滅で “LO” と表示されます。
- データが - +40°C から +120°C の場合、 イ ンス ト ルメ

ン ト パネルには無点滅で表示されます。
- データが +121 °C (°F ) 以上の場合、 デ ィ スプレ イ上に

は “HI” が点滅表示されます。

参考
センサーエラーの場合は “- - -” が点滅表示され、

同時にエンジン / 車両診断ラ ンプ -EOBD (7、 図 4) が点灯
し ます。

エンジン診断

固定データ

固定データ 固定データ

点滅データ

点滅データ

固定データ

固定データ 固定データ

点滅データ

点滅データ

エンジン診断

°C

°F

図 10
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デ ィ スプレ イの背景の色 （自動調整）
イ ンス ト ルメ ン ト パネルは外の光の強さ に応じ て自動的に
背景の色を調整し ます。
センサーが “弱い光 “（夜） を検知する と背景は黒色に、 一
方 “強い光” （昼） を検知する と背景は白色にな り ます。 こ
の機能は 62 ページの “設定” （“setting”） メ ニューの
“BACK LIGHT - DASHBOARD 1” でパーソナラ イズし、 常に
NIGHT 又は DAY モー ド にする （又は AUTO モー ド に戻す）
こ とができます。

タ ン クに設置されたイ ンス ト ルメ ン ト パ
ネル
1) メ ニュー 1 (TOT、 TRIP1、 TRIP2、 TRIP FUEL)。
2) メ ニュー 2 (CONS.AVG.、 CONS.、 SPEED AVG、 AIR 及

び TRIP TIME)( 作動時 )。
3) ギア / ニュー ト ラルの表示。
4) メ ニュー 1 の下に表示される機能に関するアイ コ ン。
5) 現在のラ イデ ィ ングモー ド のエンジン設定表示。
6) 現在の設定ラ イデ ィ ングモー ド。
7) 現在のラ イデ ィ ングモー ド の DTC （ ト ラ クシ ョ ン コ ン

ト ロール） 干渉レベルの表示。
8) メ ニュー 2 の下に表示される機能に関するアイ コ ン。 10355 16.33TOT CONS.AVG

KM/L

TOT

162 HIGH

GEAR

SPORT 03 DTC

4 5 6 7 8

2
1 3

図 11
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9)  コ ン ト ロールボタ ン ( 図 12)
イ ンス ト ルメ ン ト パネル “▲” 上の設定および表示に使用
するボタ ン。
10)  コ ン ト ロールボタ ン ( 図 12)
イ ンス ト ルメ ン ト パネル “▼” 上の設定および表示に使用
するボタ ン。
11)  フ ラ ッ シ ャーラ ンプボタ ン FLASH ( 図 12)
フ ラ ッ シ ャーラ ンプ機能ボタ ンは LAP 機能に使 う こ と もあ
り ます。
12) 停止ボタ ン (RESET) ( 図 12)。
このボタ ンは通常ターン イ ンジケーターの解除に使用し ま
すが、 イ ンス ト ルメ ン ト パネルのリ セ ッ ト / 決定と Riding 
Mode 機能にも使用し ます。

10

11

12

9

図 12
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TFT －パラ メ ーター設定 / 表示

警告
イ ンス ト ルメ ン ト パネルでの操作は必ず車両が停止し

ている時に行なって下さい。 走行中にイ ンス ト ルメ ン ト パ
ネルの操作は絶対に行わないで下さい。

チ ェ ッ クの時点で、 イ ンス ト ルメ ン ト パネルは左側にオ ド
メ ーター (TOT) を、 右側に平均燃費を “メ イ ン” と し て常
に表示し ます （メ ニュー 2 の機能を停止し ていない場合）。

始動チ ェ ッ ク時、 メ イ ン イ ンス ト ルメ ン ト パネルには以下
の情報が表示されます。

- 設定ラ イデ ィ ングモー ド (Riding Mode)
- ギア表示 (GEAR)
- メ ニュー 1 : オ ド メ ーター (TOT)
- メ ニュー 2 : 平均燃費 (CONS. AVG) 。

ボタ ンを押すと (1、 図 14) “▲”、 メ ニュー 1 の以下の機能
が可能にな り ます。
- TRIP1 - オ ド メ ーター 1
- TRIP2 - オ ド メ ーター 2
- TRIP FUEL - リザーブでの車体の走行可能距離 （作動時

のみ）

10355 16.33TOT CONS.AVG

KM/L

TOT

162 HIGH

GEAR

SPORT 03 DTC

図 13

1

2 図 14
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ボタ ンを押すと (2、 図 14) “▼”、 メ ニュー 2 の以下の機能
が可能にな り ます。
- CONS. - 瞬間燃費
- SPEED AVG - 平均スピー ド
- TRIP TIME - 走行時間
- AIR - 気温

参考
“MENU 2” の機能の設定メ ニューで、 メ ニュー 2 の表

示を停止する こ とができます。
22
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総走行距離 “オ ド メ ーター” 表示
この機能は総走行距離を表示させる こ とができます ( アプ
リ ケーシ ョ ンによ り Km 又はマイル )。
キー ON でシステムは自動的にこの機能に入り ます。
データは永久的に記録され、 リ セ ッ ト する事はできません。
数値が 199999 Km( または 199999 マイル ) を越える と、 表
示は “199999” のまま残り ます。

199999 16.33TOT CONS.AVG

KM/L

TOT

162 HIGH

GEAR

SPORT 03 DTC

10355 16.33TOT CONS.AVG

KM/L

TOT

162 HIGH

GEAR

SPORT 03 DTC

0 16.33TOT CONS.AVG

KM/L

TOT

162 HIGH

GEAR

SPORT 03 DTC

図 15
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“Trip １ ” メ ータ ー表示
この機能は部分走行距離を表示させる こ とができます ( ア
プ リ ケーシ ョ ンによ り Km 又はマイル )。
この機能が表示されている時にボタ ン (1、 図 14) “▲” を 3
秒間押すと、 データはリ セ ッ ト されます。
データが 9999.9 に達する と、 走行距離はリ セ ッ ト され、 自
動的に 0 からス ター ト し ます。
“SET UNITS” 機能の設定メ ニューでシステムの測定単位を
変更も し く は供給中断 （Battery off) が発生し た場合は、 そ
の時点で この機能はリ セ ッ ト され、 走行距離は ０ から カウ
ン ト が始ま り ます （新し く 設定された単位で）。

参考
このデータがリ セ ッ ト される と、 平均燃費と平均速度

および走行時間機能も リ セ ッ ト されます。

9999.9 16.33TRIP1 CONS.AVG

KM/L

162 HIGH

GEAR

SPORT 03 DTC1

図 16
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“Trip ２ ” メ ータ ー表示
この機能は部分走行距離を表示させる こ とができます ( ア
プ リ ケーシ ョ ンによ り Km 又はマイル )。
この機能が表示されている時にボタ ン (1、 図 14) “▲” を 3
秒間押すと、 データはリ セ ッ ト されます。
データが 9999.9 に達する と、 走行距離はリ セ ッ ト され、 自
動的に 0 からス ター ト し ます。
“SET UNITS” 機能の設定メ ニューでシステムの測定単位を
変更も し く は供給中断 （Battery off) が発生し た場合は、 そ
の時点で この機能はリ セ ッ ト され、 走行距離は ０ から カウ
ン ト が始ま り ます （新し く 設定された単位で）。

リザーブ タ ン クの走行距離イ ンジケー
ター “TRIP FUEL”
この機能はリザーブによる車体の走行距離を表示させる こ
とができます ( アプ リ ケーシ ョ ンによ り Km 又はマイル )。
リザーブ ラ ンプが点灯し た時点で、 どの機能が表示されて
いる場合でも、 自動的にフ ューエル ト リ ッ プ表示に変わり
ます。
リザーブ タ ン ク使用の状態が続 く 場合は、 値は キーオフ後
も メ モ リ に記憶されます。
カウン ターは、 給油後に リザーブでな く なった時点で自動
的に中断し ます。
数値が 9999.9 を超える と、 カウン ターはゼロ ク リ ア され
て、 自動的に再びゼロから カウン ト を開始し ます。 9999.9 16.33TRIPFUEL CONS.AVG

KM/L

162 HIGH

GEAR

SPORT 03 DTC

図 18

2

9999.9 16.33TRIP2 CONS.AVG

KM/L

162 HIGH

GEAR

SPORT 03 DTC

図 17
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“CONS. AVG” イ ンジケーター - 平均燃費
この表示は車両の平均燃費を表し ます。
数値は消費した燃油量と Trip 1 の最終リ セ ッ ト から始まった
走行 km から算出されます。 Trip 1 がリセ ッ ト される とデー
タは０ に戻り、 リ セ ッ ト １ ０ 秒後に最初のデータが表示され
ます。 数値がデ ィ スプレイ されない最初の１ ０ 秒間は 
“- -.-” が表示されます。
データは “L / 100” （リ ッ ト ル /100km） で表示されます。 
“SET UNITS” 機能の設定メ ニューで L/100 から Km/L に “燃
費” の単位 （平均及び瞬間燃費を同時に） を変更する こ とが
できます。
車体停止、 エンジン作動中も計算されます （エンジン停止中
のギアの中断は考慮されません）。

“CONS” イ ンジケーター - 瞬間燃費
この表示は車両の瞬間燃費を表し ます。
数値は消費燃料量と最終数秒の走行距離から算出されます。 
データは “L / 100” （リ ッ ト ル /100km） で表示されます。 
“SET UNITS” 機能の設定メ ニューで L/100 から Km/L に “燃
費” の単位 （平均及び瞬間燃費を同時に） を変更する こ とが
できます。
数値はエンジン起動中かつ車両が動いている時に算出されま
す （車両停止中　 か / も し く は　 エンジン停止中のギア中断
はお勧めできません）。 算出がされない場合、 デ ィ スプレイ
上に “- -.-” が表示されます。

10355 16.33TOT CONS.AVG

KM/L

TOT

162 HIGH

GEAR

SPORT 03 DTC

図 19

10355 16.33TOT CONS.

KM/L

TOT

162 HIGH

GEAR

SPORT 03 DTC

図 20
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“SPEED AVG” イ ンジケーター - 平均ス
ピー ド
車両の平均速度が表示されます。
数値は消費し た燃油量と Trip 1 の最終リ セ ッ ト から始まっ
た走行 km から算出されます。 Trip 1 がリ セ ッ ト される と
データは ０ に戻り、 リ セ ッ ト １ ０ 秒後に最初のデータが表
示されます。 数値がデ ィ スプレ イ されない最初の １ ０ 秒間
は “- -.-” が表示されます。
車体停止、 エンジン作動中も計算されます （エンジン停止
中のギアの中断は考慮されません）。
表示車両速度を ５ ％増大させたデータ を表示し ます。
“SET UNITS” 機能の設定メ ニューで Km/h （及び Km） から
mph （及びマイル） に “スピー ド” （及び “距離”） の単位
を変更する こ とができます。

“TRIP TIME” イ ンジケーター - 走行時間
この機能は車両の走行時間を表示し ます。
Trip 1 の最終リ セ ッ ト からの数値が表示されます。 Trip 1 の
リ セ ッ ト でデータは ０ から始ま り ます。
車体停止、 エンジン作動中も計算されます （エンジン停止
中のギアの中断で、 時間は自動的に止ま り、 計算が始まる
と自動的に時間測定も始ま り ます。）
表示時間が 511:00 （511 時間 00 分） を超える と、 カウン
ターは自動的に リ セ ッ ト され、 再度ゼロから カウン ト され
ます。

10355 85.43TOT SPEED AVG

KM/h

TOT

162 HIGH

GEAR

SPORT 03 DTC

図 21

10355 11:003TOT TRIP TIME

hTOT

162 HIGH

GEAR

SPORT 03 DTC

図 22
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“AIR” イ ンジケーター - 気温
この機能では外気温を表示し ます。 
表示の範囲 ： -39°C ～ +124°C
センサーエ ラー （FAULT） の場合 (-40°C、 +125°C または
電源 OFF) は “- - -” が固定表示され、 続けて車両 / エンジ
ン診断 -EOBD ラ ンプが点灯し ます (7、 図 4)。

参考
停止車両に と って、 エンジン熱は表示温度に影響を与

えます。

4°C (39°F) まで温度が下がった場合、 ice の通告がでま
す。 6°C (43°F) まで温度が上がる と通告は解除されます。

警告
この通告は 4°C (39°F) 以上の温度でも、 凍結路面

上であれば表示されます。 外気温が低い場合、 特に日陰 　
や / または 　 橋など走行する時は、 常に慎重な運転を心が
けるよ う お勧めし ます。

10355 25.33TOT AIR

˚C

TOT

162 HIGH

GEAR

SPORT 03 DTC

図 23

図 24
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ギアイ ン表示
この機能はギアを表示する こ とができます （1、 図 25）。
イ ンス ト ルメ ン ト パネルはデータ およびク ラ ッ チを切った
状態またはニュー ト ラル “N” を表示し ます。

参考
ギアセンサーエ ラーが出た場合 “-” の表示が出ます

( 無点滅 ) 。

10355 16.33TOT CONS.AVG

KM/L

TOT

162 HIGH

GEAR

SPORT 03 DTC

1
図 25
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“設定ラ イデ ィ ングス タ イル” イ ンジケー
ター
この機能は車両に設定されたラ イデ ィ ングス タ イルを表示
し ます。
ラ イデ ィ ングス タ イルは次の 3 種類があ り ます。 SPORT、
TOURING 及び URBAN です。 
それぞれのラ イデ ィ ングス タ イルを “ RIDING MODE ” 機能
によ って変更するができます。

参考
設定の時点でラ イデ ィ ングス タ イルに関連し たパラ

メ ーターがデフ ォル ト （ ド ゥ カテ ィ が設定し たもの） なら
ば、 ラ イデ ィ ングス タ イル （SPORT、 TOURING 又は
URBAN） を表示する背景は青色 （1、 図 26） で、 “RIDING 
MODE” 機能の設定メ ニューで一つまたはそれ以上のパラ
メ ーターが変更 （パーソナラ イズ） された場合は、 黄色
（2、 図 27) です。

10355 16.33TOT CONS.AVG

KM/L

TOT

162 HIGH

GEAR

SPORT 03 DTC

1

図 26

10355 16.33TOT CONS.AVG

KM/L

162 HIGH

GEAR

SPORT 03 DTC
TOT

2

図 27
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“LAP” ON / OFF 機能イ ンジケーター
この機能は “LAP” ( ラ ッ プ タ イム ) 機能が ON の状態の時
のみ表示されます。
LAP が消えている場合は、 OFF 状態を表し ます。
“LAP” 機能の設定メ ニューで “LAP” 機能を ON にする こ
とができます。

10355
LAP

16.33TOT CONS.AVG

KM/L

162 HIGH

GEAR

SPORT 03 DTC
TOT

図 28
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Riding Mode ( ラ イデ ィ ングス タ イル変更 )
この機能で車両のラ イデ ィ ングス タ イルの変更が可能です。
それぞれのラ イデ ィ ングス タ イルは各自の ト ラ クシ ョ ン コ
ン ト ロール (DTC - Ducati Traction Control)、 エンジン排気量
と出力を兼ね備えています。
車両のラ イデ ィ ングス タ イル変更は、 reset ボタ ン
(12、 図 12) を一度だけ押し、 デ ィ スプレ イ上に “RIDING 
MODE” メ ニューが表示されます。
同じ reset ボタ ン (12、 図 12) を何度も押すこ と で、 好みの
ラ イデ ィ ンス タ イルの選択が可能です。 ラ イデ ィ ングス タ
イルの決定には同ボタ ンを ３ 秒連続で押し続けます。
スロ ッ ト ルが閉ま っている場合 ( 車両停止 ) は、 即ラ イデ ィ
ングス タ イル変更が可能です。 スロ ッ ト ルが開いている場
合 （車両作動） デ ィ スプレ イ上には “CLOSE THROTTLE 
TO ACTIVATE” のメ ッ セージが表示されます。 このメ ッ
セージはスロ ッ ト ルを閉じ た時 ５ 秒間表示されます。 ス タ
イル変更はその後可能です。
スロ ッ ト ルが閉じ られず ５ 秒経過する と、 変更プロセスは
キャ ンセルにな り ます （無変更のままです）。

“RIDING MODE” メ ニューが表示され、 リ セ ッ ト ボタ ン (12、
図 12) を 10 秒間で押し続けなければ、 イ ンス ト ル メ ン ト パ
ネルは無変更のまま、 自動的に表示が消えます。

警告
Ducati 社は車両停止時のラ イデ ィ ングス タ イル変更を

お勧めし ます。 運転中にス タ イル変更を行な う場合は、 充
分ご注意下さ い （低速での変更をお勧めし ます）。
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SPORT TOURING

RIDING MODE
URBAN

SPORT TOURING

RIDING MODE
URBAN CLOSE THROTTLE TO ACTIVATE

RIDING MODE

CLOSE THROTTLE TO ACTIVATE

RIDING MODE

CLOSE THROTTLE TO ACTIVATE

RIDING MODE
SPORT TOURING

RIDING MODE
URBAN

10355 16.33TOT CONS.AVG

KM/L

162 HIGH

GEAR

SPORT 03 DTC
TOT

10355 16.33TOT CONS.AVG

KM/L

162 HIGH

GEAR

TOURING 03 DTC
TOT

10355 16.33TOT CONS.AVG

KM/L

162 HIGH

GEAR

URBAN 03 DTC
TOT

RESET を 3 秒間
押す

図 29

リ セ ッ ト を押す

RESET を 3 秒間
押す

RESET を 3 秒間
押す

リ セ ッ ト を押す

リ セ ッ ト を押す

リ セ ッ ト を押す
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メ ンテナンス時期表示
この機能は車両の走行距離から、 Ducati オフ ィ シ ャルサー
ビスセン ターにてゼネラルメ ンテナンス も し く はオイル交
換の必要性を表示し ます。

メ ンテナンス一覧

サイ ン キロ メ ー ト ル
走行距離

count down -1000
DESMO SERVICE

count down -1000
OIL SERVICE

DESMO 
SERVICE

OIL SERVICE

1 1000 

2
11000 
12000 

3
23000 
24000 

4
35000 
36000 

5
47000 
48000 

6
59000 
60000 

7
71000 
72000 

8
83000 
84000 

9
95000 
96000 
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最初の表示 - OIL SERVICE 1000 Km
オ ド メ ーターが 1000Km （600 マイル） に達する と最初の表
示が起動し ます。
表示 ( 赤色 ) が Key-On 毎に “大き く ” 10 秒間表示され （1、
図 30）、 その後 “リ セ ッ ト ” されるまで常に小さ く 表示さ
れます （2、 図 31）。

警告
Ducati デ ィ ーラーも し く はサービスセン ターにて メ ン

テナンスを受けた後、 デ ィ スプレ イ上の表示がリ セ ッ ト さ
れます。 10355 3TOT

162 HIGH

GEAR

SPORT

03 DTCTOT

OIL
SERVICE

1

図 30

10355 3TOT

162 HIGH

GEAR

SPORT 03 DTC
TOT

16.3
CONS.AVG

KM/L

OIL
SERVICE

2

図 31
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SERVICE に至るまでの残りの走行距離表
示
（1000Km での） OIL SERVICE 表示の “最初の” リ セ ッ ト 後、
Key-On 毎に次に行 う 点検 （OIL SERVICE 又は DESMO 
SERVICE） 及び残りの走行距離が表示されます。
表示 （1、 図 32） （緑色） が Key-On 毎に 2 秒間表れます。 
規定値到達まで 1000Km を切る と、 表示 （2、 図 32） （琥珀
色） が Key-On 毎に 5 秒間表れます。

警告
Ducati デ ィ ーラーも し く はサービスセン ターにて メ ン

テナンスを受けた後、 デ ィ スプレ イ上の表示がリ セ ッ ト さ
れます。
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10355 3TOT

162 HIGH

GEAR

SPORT

03 DTCTOT

- 10500
Km 10355 3TOT

162 HIGH

GEAR

SPORT

03 DTCTOT

- 1000
Km

10355 3TOT

162 HIGH

GEAR

SPORT

03 DTCTOT

- 10500
Km 10355 3TOT

162 HIGH

GEAR

SPORT

03 DTCTOT

- 1000
Km

21

1 2

図 32

OIL SERVICE （カウン ト ダウン）

DESMO SERVICE （カウン ト ダウン）
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SERVICE に達し た走行距離表示
メ ンテナンスをおこ な う 規定値に達する と、 Key-On 毎に行
う べき点検の内容 （OIL SERVICE 又は DESMO SERVICE） が
表示されます。
表示 ( 赤色 ) が Key-On 毎に “大き く ” 10 秒間表示され （1、
図 33）、 “リ セ ッ ト ” されるまで常に小さ く 表示されます
（2、 図 33）。 
一度リ セ ッ ト される と、 次に行 う点検及び残りの走行距離
が表示されます （前記の章参照）。

警告
Ducati デ ィ ーラーも し く はサービスセン ターにて メ ン

テナンスを受けた後、 デ ィ スプレ イ上の表示がリ セ ッ ト さ
れます。
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10355 3TOT

162 HIGH

GEAR

SPORT 03 DTC
TOT

16.3
CONS.AVG

KM/L

OIL
SERVICE

10355 3TOT

162 HIGH

GEAR

SPORT

03 DTCTOT

OIL
SERVICE

10355 3TOT

162 HIGH

GEAR

SPORT

03 DTCTOT

DESMO
SERVICE 10355 3TOT

162 HIGH

GEAR

SPORT 03 DTC
TOT

16.3
CONS.AVG

KM/L

DESMO
SERVICE

1

1 2

2

図 33

DESMO SERVICE

OIL SERVICE
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警告表示 ( アラーム / マーク )
イ ンス ト ルパネルはリ アルタ イムに車体の正常な機能のた
めに危険でないい く つかのマーク / 不具合を表示し ます。
Key-On ( チ ェ ッ ク終了後 ) 状態で、 起動中の場合、 一つも
し く はそれ以上の警告表示が出ます。
“警告” の表示に対応し て、 表示 （琥珀色） が 10 秒間はっ
き り と表れ （1、 図 34）、 その後小さ く 表示されます （2、
図 34）。
警告マークが ２ つ以上の場合、 ３ 秒ご と に表示が変わり ま
す。 

参考
一つも し く はそれ以上の警告がある場合、 マーク ラ ン

プは点灯し ません。

警告は以下のマークで表示されます。
- “低” バッ テ リーレベル (LOW BATTERY)
- ト ラ クシ ョ ン コ ン ト ロール OFF (DTC OFF)
- Hands Free （HF） キー “無感知”
- Hands Free (HF) キーバッ テ リ ーレベル “LOW”
- エンジン クーラ ン ト 温度 “高” (HIGH TEMP);
- ステア リ ングブロ ッ ク エ ラー - ステア リ ングアンロ ッ ク

エ ラー (Unlock error)。
一つも し く はそれ以上の警告が出た場合でも、 ボタ ン (2、
図 14) “▼” を押せば他の機能に移動が可能です。

10355 3TOT

162 HIGH

GEAR

SPORT

LOW
BATTERY

03 DTCTOT

10355 3TOT

162 HIGH

GEAR

SPORT 03 DTC
TOT LOW

BATTERY

16.3
CONS.AVG

KM/L

1

2

図 34
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バッ テ リーレベル “LOW”
この “警告” の表示 （琥珀色） は車体のバッ テ リーレベル
が低いこ と示し ています。
バッ テ リー電圧が  11.0 ボル ト 時に表示されます。

参考
この場合 Ducati 社は、 車両停止を避けるため、 正規

チャージ ャーで速やかにバッ テ リーチャージをする こ と を
推奨し ます。

ト ラ ク シ ョ ン コ ン ト ロール (DTC) OFF
この “警告” の表示 （琥珀色） は DTC （Ducati Traction 
Control） が OFF である こ と を示し ています。

参考
この場合 Ducati 社は、 車両が ト ラ クシ ョ ン コ ン ト

ロール機能に沿っていない理由から、 運転に細心の注意を
払 う こ と を推奨し ます。

LOW
BATTERY

図 35

DTC
OFF

図 36
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Hands Free （HF) キー無感知
この警告 （琥珀色） は Hands Free システムが車両付近にア
ク テ ィ ブキー （1、 図 62） を感知できない場合に表示され
ます。

参考
この場合 Ducati 社は、 ア ク テ ィ ブキー (1、 図 62) を

車両付近で感知確認 （これで無 く し ていない確認も可） す
る こ と を推奨し ます。

Hands Free (HF) キーバッ テ リーレベル 
“LOW”
この警告 （琥珀色） は、 情報のやり取り、 車体の起動をお
こ な う ア ク テ ィ ブキー （1、 図 62） のバッ テ リーが切れか
かっている こ と を Hands Free システムが感知し たこ と を示
し ています。

参考
この場合 Ducati 社は、 “ア クテ ィ ブキーのバッ テ リー

交換” (88 ページ ) を参照し、 速やかな電池交換を推奨し ま
す。

図 37

図 38
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エンジン クーラ ン ト 温度 “HIGH”
この “警告” （琥珀色） はエンジン クーラ ン ト 温度が高温で
ある こ と を表し ます。
温度が 121°C (250°F) まで上昇する と作動し ます。

参考
この場合 Ducati 社は、 速やかなエンジン停止と切断

を推奨し ます。 フ ァ ンの作動は構いません。

エ ラー 　 ステア リ ングアンロ ッ ク状態 - 
ステア リ ングロ ッ ク状態
この “警告” （琥珀色） は Hands Free システムがステア リ
ングロ ッ クにオンできなかった時に表示されます。

警告
この場合 Ducati 社は、 ハン ドルレバーを押し ながら

車両の停止と再起動 （Key-Off/Key-On) を推奨し ます。 も し
マークが変わらない （つま り ステア リ ングロ ッ ク状態のま
ま） 場合は、 Ducati オフ ィ シ ャルデ ィ ラーまたはサービス
セン ターにご依頼下さい。

HIGH TEMP

図 39

UNLOCK
ERROR

図 40
43



JP

イ ンス ト ルメ ン ト パネルの診断
この機能は車両の異常を点検し ます。
イ ンス ト ルメ ン ト パネルは、 あらゆる車両異常 （エ ラー）
を即時に表示し ます。
Key-On ( チ ェ ッ ク終了後 ) 状態で、 一つも し く はそれ以上
の警告表示が赤色で出ます ( “ERRORI” ) （起動中の場合の
み）。
“エラー” の表示に対応し て、 表示 （赤色） が 10 秒間はっ
き り と表れ （1、 図 41）、 その後小さ く 表示されます （2、
図 41）。
複数のエ ラーがある場合は ３ 秒ご とに表示が変わり ます。 
複数のエ ラーがある場合はいつもハン ドルバーのイ ンス ト
ルメ ン ト パネルに “エンジン / 車両診断 - EOBD” ラ ンプ も
点灯し ます （7、 図 4）。
その後、 エ ラーリ ス ト が表示されます。

警告
一つかそれ以上のエラーが表示された場合には、 必ず

Ducati デ ィ ーラーまたはサービスセン ターにご連絡下さ い。

10355 16.33TOT CONS.AVG

KM/L

TOT

162 HIGH

GEAR

SPORT 03 DTC

10355 FREE
HANDS

GENERIC!

FREE
HANDS

GENERIC!

3TOT

TOT

162 HIGH

GEAR

SPORT

03 DTC

1

2

図 41
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Jラ ンプ エラー メ ッ セージ エ ラー

BBS/DTC Black Box ユニ ッ ト  / ト ラ クシ ョ ン コ ン ト ロール

GEAR SENSOR ギアセンサー

FUEL SENSOR 燃料レベルセンサー

SPEED SENSOR スピー ド センサー

EXVL SYSTEM エキゾース ト バルブモーター

UNKNOW DEVICE 未確認コ ン ト ロールユニ ッ ト

DEVICE ECU ECU コ ン ト ロールユニ ッ ト 無作動

DEVICE DSB SLAVE ハン ドルバーイ ンス ト ルパネル無作動

DEVICE HANDS FREE Hands Free コ ン ト ロールユニ ッ ト エラー

DEVICE BBS DTC ブ ラ ッ クボ ッ ク スコ ン ト ロールユニ ッ ト / ト ラ ク シ ョ ン コ ン ト ロール
無作動

THROTTLE POSITION スロ ッ ト ルポジシ ョ ンエ ラー
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ACCELER. POSITION ア クセルポジシ ョ ンエ ラー

ETV サブエンジン リ レー又はスロ ッ ト ルサブエンジン無作動

DEVICE DBS MASTER タ ン ク イ ンス ト ルパネル無作動

PRESSURE SENSOR 外気圧センサー

ENGINE TEMP. エンジン温度センサー

T-AIR SENSOR 気温センサー

FUEL INJECT. イ ンジ ェ クシ ョ ン リ レー

COIL コ イル

INJECTOR イ ンジ ェ ク ター

PICK UP エンジン回転作動センサー

LAMBDA ラムダセンサー

FAN RELAY フ ァ ン リ レー

ラ ンプ エラー メ ッ セージ エ ラー
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CAN LINE CAN ラ イ ン

BATTERY 電圧 (HIGH も し く は LOW)

DEVICE ABS ABS コ ン ト ロールユニ ッ ト 無作動

STOP LIGHT リ アス ト ッ プ ラ イ ト

ECU GENERIC ECU コ ン ト ロールユニ ッ ト エ ラー

KEY HF コ ミ ュニケーシ ョ ンに問題発生

HANDS FREE GENERIC Hands Free コ ン ト ロールユニ ッ ト エラー

ラ ンプ エラー メ ッ セージ エ ラー
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セ ッ テ ィ ング メ ニュー
このメ ニューはい く つかの車両機能を ON/OFF 及び設定す
る こ とができます。
セ ッ テ ィ ング メ ニューに入るには、 ボタ ン （2、 図 14） 
“▼” を 3 秒間押し続けます。

参考
このメ ニュー内で操作し ている と きには、 他の機能を

表示する こ とができません。

重要
安全上、 セ ッ テ ィ ング メ ニューに入る場合は、 20 

Km/h かそれ以下で走行し て下さい。 この MENU モー ド に
入っている と きに車両のスピー ドが時速 20 km/h を超えた
場合は、 イ ンス ト ルメ ン ト パネルはこのモー ドから自動的
に初期表示に移り ます。

セ ッ テ ィ ング メ ニュー項目は以下の通り

- RIDING MODE
- MENU 2
- BACK LIGHT
- RPM
- PIN CODE
- LAP
- BATTERY
- CLOCK
- SET UNITS
- ABS
- EXIT

設定メ ニューから出るにはボタ ン （1、 図 14） “▲” 又はボ
タ ン （2、 図 14） “▼” で “EXIT” の表示を ラ イ ン し、 リ
セ ッ ト ボタ ン （12、 図 12） を押し ます。
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RIDING MODE RPM

MENU
BATTERY ABS

MENU 2 PIN CODE CLOCK

BACK LIGHT LAP SET UNITS EXIT

RIDING MODE RPM

MENU
BATTERY ABS

MENU 2 PIN CODE CLOCK

BACK LIGHT LAP SET UNITS EXIT

RIDING MODE RPM

MENU
BATTERY ABS

MENU 2 PIN CODE CLOCK

BACK LIGHT LAP SET UNITS EXIT

RIDING MODE RPM

MENU
BATTERY ABS

MENU 2 PIN CODE CLOCK

BACK LIGHT LAP SET UNITS EXIT

RIDING MODE RPM

MENU
BATTERY ABS

MENU 2 PIN CODE CLOCK

BACK LIGHT LAP SET UNITS EXIT

RIDING MODE RPM

MENU
BATTERY ABS

MENU 2 PIN CODE CLOCK

BACK LIGHT LAP SET UNITS EXIT

RIDING MODE RPM

MENU
BATTERY ABS

MENU 2 PIN CODE CLOCK

BACK LIGHT LAP SET UNITS EXIT

RIDING MODE RPM

MENU
BATTERY ABS

MENU 2 PIN CODE CLOCK

BACK LIGHT LAP SET UNITS EXIT

RIDING MODE RPM

MENU
BATTERY ABS

MENU 2 PIN CODE CLOCK

BACK LIGHT LAP SET UNITS EXIT

RIDING MODE RPM

MENU
BATTERY ABS

MENU 2 PIN CODE CLOCK

BACK LIGHT LAP SET UNITS EXIT

RIDING MODE RPM

MENU
BATTERY ABS

MENU 2 PIN CODE CLOCK

BACK LIGHT LAP SET UNITS EXIT

図 42

 “▼”

“▼” を 3 秒間押し ます。 

 “▼”

 “▼”

 “▼”

 “▼”

 “▼”

 “▼”

 “▼”

 “▼”

 “▲”

 “▲”

 “▲”

 “▲”

 “▲”

 “▲”

 “▲”

 “▲”

 “▲”

 “▲”

 “▼”
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“Riding Mode” のパーソナラ イズ
この機能でそれぞれのラ イデ ィ ングス タ イルの設定が可能
にな り ます。
この機能に入るには、 48 ページの “設定” メ ニューを表示
し、 ボタ ン （1、 図 14） “▲” 又は （2、 図 14） “▼” で
“RIDING MODE” を選択し、 リ セ ッ ト ボタ ン （12、 図 12）
を押し て次のページに進みます。
デ ィ スプレ イの機能入口に 3 つのラ イデ ィ ングス タ イルが
表示されます。 パラ メ ーターのパーソナラ イズには、 ボタ
ン （1、 図 14） “▲” 又は （2、 図 14） “▼” を使用し、 変更
し たいラ イデ ィ ングス タ イルを選択し、 リ セ ッ ト ボタ ン
（12、 図 12） で決定し ます。
設定が可能なパラ メ ーターは “DTC” (Ducati Traction 
Control) および '” ENGINE” ( エンジン ) です。
更新事項は Battery-Off 後も メ モ リー消去されません。

DTC パラ メ ーターの変更は、 DTC (Ducati Traction Control) 
52 ページを参照し て く だ さ い。
エンジンパラ メ ーターの変更は、 ENGINE ( エンジン出力コ
ン ト ロール ) 56 ページを参照し て く だ さい。
それぞれのラ イデ ィ ングス タ イルを Ducati の初期設定に戻
すには、” DEFAULT” 機能を使用し ます。

デフ ォル ト パラ メ ーターの変更は、 DEFAULT (Ducati 初期
設定修復 ) 58 ページを参照し て く だ さい。

参考
パラ メ ーターが変更 （パーソナラ イズ） されていな

い、 又は、 “DEFAULT” 機能でパラ メ ーターの修復が行わ
れる と、 設定メ ニューの出口の “メ イ ン” スク リーンにラ
イデ ィ ングス タ イル （SPORT、 TOURING 又は URBAN） を
表示する “背景” が青色に変わり ます （1、 図 43）。

警告
これらの更新は、 車両のセ ッ ト ア ッ プに充分慣れてい

る方のみにお勧めし ます。 想定外の更新になった場合、
DEFAULT で、 パネルそのものの修復をお勧めし ます。
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SPORT TOURING

RIDING MODE
URBAN

EXIT

RIDING MODE RPM

MENU
BATTERY ABS

MENU 2 PIN CODE CLOCK DDA

BACK LIGHT LAP SET UNITS EXIT

DTC DEFAULT

SPORT
ENGINE

EXIT

DTC DEFAULT

TOURING
ENGINE

EXIT

DTC DEFAULT

URBAN
ENGINE

EXIT

SPORT TOURING

RIDING MODE
URBAN

EXIT

SPORT TOURING

RIDING MODE
URBAN

EXIT

SPORT TOURING

RIDING MODE
URBAN

EXIT

リ セ ッ ト を押す

“▼” を押す

“▼” を押す“▲” を押す

リ セ ッ ト を押す

リ セ ッ ト を押す

リ セ ッ ト を押す

図 44

“▼” を押す“▲” を押す

“▼” を押す“▲” を押す
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DTC セ ッ テ ィ ング機能 (Ducati Traction 
Control)
この機能は DTC （Ducati Traction Control） の干渉レベルを
パーソナラ イズし、 それぞれのラ イデ ィ ングス タ イル毎に
機能を OFF にする こ と もできます。
この機能に入るには、 “48 ページの設定” メ ニューを表示
し、 ボタ ン （1、 図 14） “▲” 又は （2、 図 14） “▼” で
“RIDING MODE” を選択し、 リ セ ッ ト ボタ ン （12、 図 12）
を押し て次のページに進みます。 ボタ ン （1、 図 14） “▲”
又は （2、 図 14） “▲” で希望のラ イデ ィ ングス タ イルを選
択し、 リ セ ッ ト ボタ ン （12、 図 12） ボタ ンを押し ます。
次のページに移るには、 この時点でボタ ン （1、 図 14） “▲”
又は （2、 図 14） “▲” で “DTC” 表示を選択し、 再度リ
セ ッ ト ボタ ン （12、 図 12） を押し て、 決定し ます。
長方形の内部のデ ィ スプレ イの左側にある機能入口に、 現
在設定されている DTC レベルが表示されます （例 ： DTC 
1）。 ボタ ン （1、 図 14） “▲” 又は （2、 図 14） “▲” で、 新
しい干渉レベル （1 から 8 まで） 又は必要な らば ト ラ ク
シ ョ ン コ ン ト ロールを停止する OFF を選択し ます。 一度新
しい設定を選択し たら、 リ セ ッ ト ボタ ン （12、 図 12） を押
し て、 “MEMORY” の文字を表示させます。 この時点で 
“MEMORY” 表示のある リ セ ッ ト ボタ ン （12、 図 12） を 3 秒
間押し て、 新設定を メ モ リ ーし ます。 新設定のメ モ リーが
正常に行われる と、 2 秒間緑色の “MEMORIZED” の文字が
表示され、 その後自動的に EXIT の文字が表示されます。
この調整終了には “EXIT” 表示のある リ セ ッ ト ボタ ン （12、
図 12） を押し て く だ さい。
DTC はレベル 1 から レベル 8 まであり ます。
下記の表は、 各タ イプのラ イデ ィ ングに適し た DTC レベル
で、 ユーザーが “RIDING MODE” から設定を変更する事が
できます ：

DTC
レベル

ラ イデ ィ
ング タ イ

プ

使用 デフ ォル ト ?

1 SPORT 熟練ド ラ イバー及びサー
キ ッ ト 用スポーテ ィ ング ド

ラ イブ

デフ ォル ト
RIDING MODE 

SPORT

2 SPORT-
TOURING

熟練ド ラ イバーの一般道の
ド ラ イブ

/

3 TOURING 一般道のノ ーマルド ラ イブ デフ ォル ト
RIDING MODE 

TOURING

4 TOURING 2 あま り熟練し ていない ド ラ
イバーの一般道のノ ーマル

ド ラ イブ 

/

5 URBAN 市街地のド ラ イブ デフ ォル ト
RIDING MODE 

URBAN

6 URBAN 2 あま り熟練し ていない ド ラ
イバーの市街地のド ラ イブ

/

7 WET 湿ったアスフ ァル ト でのド
ラ イブ

/

8 RAIN 濡れたアスフ ァル ト でのド
ラ イブ 

/
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1
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2
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図 45

リ セ ッ ト を押す

“▼” を押す 

リ セ ッ ト を押す

“▲” を押す 

RESET を 3 秒間押す

リ セ ッ ト を押す

リ セ ッ ト を押す
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レベルの選択に際し ての注意事項

警告
あなたの車両の DTC システムの 8 レベル調整は、 車

両に搭載されている タ イヤの種類 ( メ ーカー、 モデル、 サ
イズなどの特徴 ) によ って決定されています。
標準装備のタ イヤと異なったサイズのタ イヤを使用する場
合、 システム機能の特徴を変更する こ とができます。
標準装備のタ イヤと モデルまたは / および メ ーカーが違 う
が、 サイズク ラ スが同じ ( リ ア＝ 240/45-17、 フ ロン ト ＝
120/70-17) など、 少し違 う だけのタ イヤを使用する場合、 
システムの機能を最適化するには、 選択可能なレベルの う
ち、 よ り適切なレベルを選択する こ と でカバーでき るで
し ょ う。
サイズク ラスの違 う タ イヤ、 またはサイズが少し だけ違 う
タ イヤを使用する場合、 システム機能は設定可能な 8 レベ
ルのどれも納得できる ものではない可能性があ り ます。
この場合、 システムは解除する事をお勧めし ます。

レベル 8 を選択する と、 DTC コ ン ト ロールユニ ッ ト はリ ア
タ イヤのわずかなスピンにも対応し ます。 
レベル 8 と レベル 1 の間には、 その他に 6 つのレベルが存
在し ます。 DTC の介入度はレベル 8 から 1 に向かい減少し
ます。
レベル 1 は高スピンを可能に し、 正常に機能させるために
安定し た高密着性が必要です。 レベル 1 は熟練 ド ラ イバー
がアス フ ァル ト の状態が極めてよいと きのみに使用し ます。
正しいレベルの選択は、 3 つの観点から行います ：

1) 安定性 ( タ イヤのタ イプ、 磨耗状態、 アスフ ァル ト の種
類、 気候など )

2) レ イアウ ト / 行程 ( 同じ よ う な、 または全 く 異なったス
ピー ド でのカーブ )

3) ラ イデ ィ ングス タ イル ( よ り “丸 く ” または “鋭 く ” )

定着の状態からのレベル選択
正しいレベルの選択はレ イアウ ト / 行程中の定着状況に関
連し ます ( 後述のサーキ ッ ト および一般道での使用時のア
ドバイス参照 )。

レ イアウ ト タ イプからのレベル選択
レ イアウ ト / 行程に均等な速度で走行する カーブがある場
合、 カーブご と に満足できる介入レベルを見つける こ とは
と ても簡単です。 その反対に、 よ りゆるいカーブがある場
合、 よ り譲歩し た介入レベルが必要です ( ゆるいカーブ時、
DTC はその他のカーブよ り も よ り介入し よ う と し ます )。

ラ イデ ィ ングス タ イルからのレベル選択
DTC は “丸 く ” 操縦する人にはバイ ク を倒し、 “鋭 く ” 操
縦する人には車体を上げて、 カーブから よ り早 く 抜けれる
よ う 介入し ます。
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サーキッ ト での使用時のア ドバイス
タ イヤを温める間の約 2 周は、 システムとの接触を良 く す
るため、 レベル 8 に設定し て走行する こ と をお勧めし ます。 
その後、 レベルを 7、 6、 と DTC の最適なレベルに達する
まで調整し ます ( タ イヤを温めるため、 ひとつのレベルご
とに 2 周する )。
1 つか 2 つのゆるいカーブ以外は納得のできる レベルの場
合、 違う レベルに設定し よ う と調整するよ りは、 ゆるい
カーブでのラ イデ ィ ングス タ イルを少し “鋭 く ” し、 カー
ブ出口での車体角度をよ り早 く 上げて走行する と よいで
し ょ う。

一般道での使用時のア ドバイス
DTC を起動し た後、 レベル 8 を選択し、 好みのス タ イルで
運転し ます。 DTC が介入しすぎる と感じ る場合は、 レベル
を 7、 6 と順番に落と し、 快適なレベルに達するまで調整し
て下さ い。 
定着状況および / または行程の種類および / またはラ イ
デ ィ ングス タ イルを変更し、 設定レベルでは納得がいかな
い場合は調整し ます ( 例 ： レベル 7 では DTC が介入しすぎ
る と感じ る場合はレベル 6 に、 レベル 7 では全 く DTC の介
入がないと感じ る場合はレベル 8 に )。
55



JP

ENGINE ( エンジン出力コ ン ト ロール )
セ ッ ト ア ッ プ
この機能でエンジン出力と排出量をパーソナラ イズし ます。
この機能に入るには、 “48 ページの設定” メ ニューを表示
し、 ボタ ン （1、 図 14） “▲” 又は （2、 図 14） “▼” で
“RIDING MODE” を選択し、 リ セ ッ ト ボタ ン （12、 図 12）
を押し て次のページに進みます。 
ボタ ン （1、 図 14） “▲” 又は （2、 図 14） “▼” で変更し た
いラ イデ ィ ングス タ イルを選択し、 リ セ ッ ト ボタ ン （12、
図 12） を押し て次のページに移り ます。 この時点でボタ ン
（1、 図 14） “▲” 又は （2、 図 14） “▼” で “ENGINE” 表示
を選択し、 再度リ セ ッ ト ボタ ン （12、 図 12） を押し て、 決
定し ます。
長方形の内部のデ ィ スプレ イの右側にある機能入口に、 エ
ンジン設定 （ENGINE 162 HIGH、 162 LOW 又は 100 HP） が
表示されます

参考
フ ラ ンスおよび日本バージ ョ ンのデ ィ スプレ イには設

定 （ENGINE HIGH、 MIDDLE 又は LOW） が表示されます。

ボタ ン （1、 図 14） “▲” 又は （2、 図 14） “▼” で、 3 つの
エンジン設定から一つ選択し ます。 一度新しい設定を選択
し たら、 リ セ ッ ト ボタ ン （12、 図 12） を押し て、
“MEMORY” の文字を表示させます。
この時点で “MEMORY” 表示のある リ セ ッ ト ボタ ン （12、
図 12） を 3 秒間押し て、 新設定を メ モ リ ーし ます。 新設定
のメ モ リーが正常に行われる と、 2 秒間緑色の
“MEMORIZED” の文字が表示され、 その後自動的に EXIT の
文字が表示されます。

この調整終了には “EXIT” 表示のある リ セ ッ ト ボタ ン （12、
図 12） を押し て く だ さい。
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図 46

リ セ ッ ト を押す

リ セ ッ ト を
押す

リ セ ッ ト を押す

“▲”

リ セ ッ ト を押す

リ セ ッ ト を押す

“▼”“▲” “▼”

リ セ ッ ト を
押す

RESET を 3 秒間押す

リ セ ッ ト を押す

RESET を 3 秒間押す

フ ラ ンス、 日本バージ ョ ン
57



JP

DEFAULT ( Ducati 社設定の修復）
この機能で Ducati 社設定から、 それぞれのラ イデ ィ ングス
タ イルに設定が可能です。
この機能に入るには、 “48 ページの設定” メ ニューを表示
し、 ボタ ン （1、 図 14） “▲” 又は （2、 図 14） “▼” で
“RIDING MODE” を選択し、 リ セ ッ ト ボタ ン （12、 図 12）
を押し て次のページに進みます。 
ボタ ン （1、 図 14） “▲” 又は （2、 図 14） “▼” で修復し た
いラ イデ ィ ングス タ イルの初期パラ メ ーター （デフ ォル ト
パラ メ ーター） を選択し、 ボタ ン （12、 図 12） を押し て次
のページに進みます。 この時点で、 ボタ ン （1、 図 14） “▲”
又は （2、 図 14） “▼” で “DEFAULT” 表示を選択し ます。
この時点で リ セ ッ ト ボタ ン （12、 図 12） を 3 秒間押し て初
期パラ メ ーターを修復し ます。
パラ メ ータの更新には約 3 秒かかり、 デ ィ スプレ イ上には
“ PLEASE WAIT…” の表示が出ます。 作業終了時にはデ ィ ス
プレ イ上に、 “DEFAULT OK” が表示され、 パラ メ ーター更
新が実行された表示が出ます。

重要
この作業で全てのラ イデ ィ ングス タ イルパラ メ ーター

を修復し ます。

この調整終了には “EXIT” 表示のある リ セ ッ ト ボタ ン （12、
図 12） を押し て く だ さい。

DTC DEFAULT

SPORT
ENGINE

EXIT

PLEASE WAIT...

DEFAULT OK

DTC DEFAULT

SPORT
ENGINE

EXIT

SPORT TOURING

RIDING MODE
URBAN

EXIT

図 47

リ セ ッ ト を押す

リ セ ッ ト を押す

RESET を 3 秒間押す
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メ ニュー 2 の停止 / 再起動機能
この機能はメ ニュー 2 を停止 / 再起動する こ とができます。
メ ニュー 2 を OFF にする と “メ イ ンデ ィ スプレ イ” に平均
燃費 （CONS.AVG）、 瞬間燃費 （CONS.）、 平均スピー ド
（SPEED AVG）、 ト リ ッ プ タ イム （TRIP TIME）、 及び気温
（AIR） が表示されな く な り ます。 しかし これらの機能は計
算を続けるので、 この機能を再起動し た時のデータは更新
されたもので正確です。

3TOT
KM 50355 162 HIGH

GEAR

SPORT

03 DTC

TOT

10355
LAP

16.33TOT CONS.AVG

KM/L

162 HIGH

GEAR

SPORT 03 DTC
TOT

図 48

メ ニュー 2 “ON”

メ ニュー 2 “OFF”
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この機能に入るには、 48 ページの “設定” メ ニューを表示
し、 ボタ ン （1、 図 14） “▲” 又は （2、 図 14） “▼” で
“MENU 2” を選択し、 リ セ ッ ト ボタ ン （12、 図 14） を押し
て次のページに進みます。
デ ィ スプレ イ上には機能の状態が表示されます （緑色で ON
または黄色で OFF）。 ボタ ン （1、 図 14） “▲” 又は （2、 図
14） “▼” で左の矢印を新設定上に移動させ、 リ セ ッ ト ボタ
ン （12、 図 12） を押し て決定し ます。
この調整終了には “EXIT” 表示のある リ セ ッ ト ボタ ン （12、
図 12） を押し て く だ さい。
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図 49
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タ ン クのイ ンス ト ルメ ン ト パネル - 
DASHBOARD 1 の背景調整機能 
この機能はタ ン クのイ ンス ト ルメ ン ト パネルの “背景” を
調整する こ とができます。
この機能に入るには、 48 ページの “設定” メ ニューを表示
し、 ボタ ン （1、 図 14） “▲” 又は （2、 図 14） “▼” で
“ BACK LIGHT ” を選択し、 リ セ ッ ト ボタ ン （12、 図 12）
を押し て次のページに進みます。
ボタ ン （1、 図 14） “▲” 又は （2、 図 14） “▼” で
“DASHBOARD 1” を選択し、 リ セ ッ ト ボタ ン （12、 図 12）
を押し て決定し ます。
デ ィ スプレ イ上の “DASHBOARD 1” 機能に入る と、 調整ス
テータ ス （緑色で DAY、 NIGHT 又は AUTO） が表示されま
す。 ボタ ン （1、 図 14） “▲” 又は （2、 図 14） “▼” で左の
矢印を新設定上に移動させ、 リ セ ッ ト ボタ ン （12、 図 12）
を押し て決定し ます。
この調整終了には “EXIT” 表示のある リ セ ッ ト ボタ ン （12、
図 12） を押し て く だ さい。

“DAY” 調整では、 イ ンス ト ルメ ン ト パネルの背景はよ く 見
えるよ う 常に “白色” で、 外の光が強いと きに使用し ます。
“NIGHT” 調整では、 イ ンス ト ルメ ン ト パネルの背景は制限
された視界で も よ く 見えるよ う “黒色” で、 外の光が弱い、
又は暗い と きに使用し ます。
“AUTO” 調整では、 イ ンス ト ルメ ン ト パネルの背景は （セ
ンサーが感知する） 外の光の強さ によ って自動的に調整さ
れ、 外の光が弱いと きには “黒色”、 外の光が強いと きには
“白色” にな り ます。

参考
バッ テ リーが中断された場合、 電源の確保および次の

Key-On 時に画面の光調整も リ セ ッ ト され、 いつも “AUTO”
モー ド にセ ッ ト されます。
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リ セ ッ ト を押す

リ セ ッ ト を押す

“▲” “▼”

リ セ ッ ト を押す

リ セ ッ ト を押す
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ハン ドルバーのイ ンス ト ルメ ン ト パネル 
- DASHBOARD 2 のバッ ク ラ イ ト 調整機能 
この機能ではハン ドルバーのイ ンス ト ルメ ン ト パネの
“バッ ク ラ イ ト ” の強度調整を行います。
この機能に入るには、 48 ページの “設定” メ ニューを表示
し、 ボタ ン （1、 図 14） “▲” 又は （2、 図 14） “▼” で
“ BACK LIGHT ” を選択し、 リ セ ッ ト ボタ ン （12、 図 12）
を押し て次のページに進みます。
ボタ ン （1、 図 14） “▲” 又は （2、 図 14） “▼” で
“DASHBOARD 2” を選択し、 リ セ ッ ト ボタ ン （12、 図 12）
を押し て決定し ます。
デ ィ スプレ イ上の “DASHBOARD 2” 機能に入る と、 調整ス
テータ ス （緑色で MAX、 MIDDLE 又は MIN） が表示されま
す。 ボタ ン （1、 図 14） “▲” 又は （2、 図 14） “▼” で左の
矢印を新設定上に移動させ、 リ セ ッ ト ボタ ン （12、 図 12）
を押し て決定し ます。
この調整終了には “EXIT” 表示のある リ セ ッ ト ボタ ン （12、
図 12） を押し て く だ さい。

“MAX” を選択する と、 ハン ドルバーに設置されたイ ンス ト
ルメ ン ト パネルは常に背景を最高の強度に設定し、 外の光
が強いと きに使用し ます。
“MIDDLE” を選択する と、 ハン ド ルバーに設置されたイ ン
ス ト ルメ ン ト パネルの背景を最高の強度よ り 30% 弱めた
バッ ク ラ イ ト に設定し、 外の光が弱いと きに使用し ます。

“MIN” を選択する と、 ハン ド ルバーに設置されたイ ンス ト
ルメ ン ト パネルの背景を最高の強度よ り 50% 弱めたバッ ク
ラ イ ト に設定し、 外の光があま り ない、 又は暗いと きに使
用し ます。
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“▲” “▼”

リ セ ッ ト を押す

リ セ ッ ト を押す
65



JP

デジ タルエンジン回転表示機能
この機能はよ り正確なエンジン回転数 (RPM) を表示し ます。
この機能に入るには、 48 ページの “設定” メ ニューを表示
し、 ボタ ン （1、 図 14） “▲” 又は （2、 図 14） “▼” で
“RPM” を選択し、 リ セ ッ ト ボタ ン （12、 図 12） を押し て
決定し ます。
デ ィ スプレ イにはエンジン回転情報が 50 rpm から正確に表
示されます。

この調整終了には “EXIT” 表示のある リ セ ッ ト ボタ ン （12、
図 12） を押し て く だ さい。
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LAP ( ラ ッ プ タ イム ) 起動 / 解除機能
この機能で LAP ( ラ ッ プ タ イム ) の起動 / 解除が可能です。
この機能に入るには、 48 ページの “設定” メ ニューを表示
し、 ボタ ン （1、 図 14） “▲” 又は （2、 図 14） “▼” で
“LAP” を選択し、 リ セ ッ ト ボタ ン （12、 図 12） を押し て次
のページに進みます。
デ ィ スプレ イ上には機能の状態が表示されます （緑色で ON
または黄色で OFF）。 ボタ ン （1、 図 14） “▲” 又は （2、 図
14） “▼” で左の矢印を新設定上に移動させ、 リ セ ッ ト ボタ
ン （12、 図 12） を押し て決定し ます。
この調整終了には “EXIT” 表示のある リ セ ッ ト ボタ ン （12、
図 12） を押し て く だ さい。

“OFF” 設定にする と、 LAP 機能は解除されます。
“ON “ 設定にする と、 LAP 機能が起動されます。 ( “LAP
調整” の章参照 )

参考
“LAP” 機能が起動中、 フ ラ ッ シ ュボタ ン （11. 図 12）

は、 ハイ ビーム機能の “flash” と ラ ッ プ タ イム機能の Start 
/ Stop の両方に使われます。
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LAP 設定
この機能で LAP の設定を し ます。
機能が起動状態であれば (LAP 起動 / 解除参照 )、 以下の方
法でラ ッ プ タ イム機能の設定が可能です。
- フ ラ ッ シ ュボタ ン （11、 図 12） を一度押すと、 ク ロ ノ

メ ーターが最初のラ ッ プを開始し、 イ ンス ト ルメ ン ト パ
ネルに “ LAP-START” の点滅表示が 4 秒間映し出され、
その後元の表示に戻り ます。

- 以後、 フ ラ ッ シ ュボタ ン （11、 図 12） を押すたびに、
デ ィ スプレ イ上には回転数及びラ ッ プ タ イムが自動的に
10 秒間表示され、 その後元の表示に戻り ます。

30 回までラ ッ プ タ イムを記録する事が出来ます。
メ モ リ ーがフルの場合、 メ モ リーがリ セ ッ ト されるまでは、
フ ラ ッ シ ュボタ ン （11、 図 12） を押し て も ラ ッ プ タ イムは
記憶せず、 デ ィ スプレ イ上に 4 秒間 “ LAP-FULL” と点滅
表示されます。
LAP 機能を OFF に し た場合、 そのラ ッ プは記録されませ
ん。
LAP 機能使用中に突然エンジンが止まった場合 ( キー
OFF)、 LAP 機能は自動的に OFF にな り ます ( ク ロ ノ メ ー
ターが作動し ていて も、 ラ ッ プ タ イムは記憶されません )。
ラ ッ プ タ イムの “STOP” 指示が出されなかった場合、 9 分
59 秒 99 の時点でク ロ ノ メ ーターは 0 に戻り、 ス ト ッ プ指
示が出されるまでラ ッ プ タ イムを測定し続けます。
LAP 機能が ON にされ、 メ モ リーがリ セ ッ ト されていない
が、 記録されている メ モ リ ーが 30 以下の場合 ( 例 ： 18 回記
録済み ) イ ンス ト ルメ ン ト パネルは メ モ リーが可能な残り
のラ ッ プ数を記録し続けます ( この例の場合は 12 回記録可
能 )。

この機能は今現在記録されている ラ ッ プ タ イムしか表示し
ません。 “LAP DATA” 機能の全データ を完全に表示するた
めに、 他のデータ ( 最高速度及びエンジン最高回転数 ) も同
様に記録されます （LAP 記録表示参照）。
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LAP 記録表示
この機能で LAP 記録表示を し ます。
この機能に入るには、 48 ページの “設定” メ ニューを表示
し、 ボタ ン （1、 図 14） “▲” 又は （2、 図 14） “▼” で
“LAP” を選択し、 リ セ ッ ト ボタ ン （12、 図 12） を押し て次
のページに進みます。
ボタ ン （1、 図 14） “▲” 又は （2、 図 14） “▼” で “LAP 
DATA” 表示を選択し、 リ セ ッ ト ボタ ン （12、 図 12） を再
度押し てすでに記憶されている ラ ッ プ タ イムを表示する
ページに移り ます。

デ ィ スプレ イ上には以下の項目が表示されます。
- 左上部にラ ッ プ数の表示が表示されます （例 ： LAP 

N.01）。
- 左下部の長方形内にラ ッ プ タ イム （TIME）、 相当ラ ッ プ

タ イムの最高到達スピー ド （SPEED MAX）、 及び、 相当
ラ ッ プ タ イムの最高到達エンジン回転数 （RPM MAX） が
表示されます。

- ボタ ン （1、 図 14） “▲” 又は （2、 図 14） “▼” で
“NEXT” （リ セ ッ ト ボタ ン （12、 図 12） を押す度ご と に
次のラ ッ プ タ イムを表示） 及び “PREV” （リ セ ッ ト ボタ
ン （12、 図 12） を押す度ご と に前のラ ッ プ タ イムを表
示） を右側に表示する こ とができます。

この機能終了には “EXIT” を選択し、 reset ボタ ン (12、 図
12) を押し て く だ さい。

参考
記録最高速度はデ ィ スプレ イに表示されます （5% 増

大させたもの）。

メ モ リ にデータが何も記憶されていない場合は、 ス ト ッ プ
ウォ ッ チの “-.--.--”、 最高回転数 = - - - - - -、 および最
高スピー ド = - - - - - と共に “NO LAP” と表示されます。 

参考
記録タ イムが消去される と、 LAP 機能が起動中で も

自動的に OFF にな り ます。
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LAP 記録消去機能
この機能で LAP 記録を消去する こ とができます。
この機能に入るには、 48 ページの “設定” メ ニューを表示
し、 ボタ ン （1、 図 14） “▲” 又は （2、 図 14） “▼” で
“LAP” を選択し、 リ セ ッ ト ボタ ン （12、 図 12） を押し て次
のページに進みます。
ボタ ン （1、 図 14） “▲” 又は （2、 図 14） “▼” で “LAP 
DATA” 表示を選択し、 リ セ ッ ト ボタ ン （12、 図 12） を再
度押し てすでに記憶されている ラ ッ プ タ イムを表示する
ページに移り ます。
“ERASE” の文字を選択し、 ボタ ン （1、 図 14） “▲” 又は
（2、 図 14） “▼” で消去する LAP 記録をス ク ロールし、 リ
セ ッ ト ボタ ン （12、 図 12） を 3 秒間押し ます。 この時点で
デ ィ スプレ イの左側に “PLEASE WAIT…” の文字が表示さ
れ、 その後消去が正常に行われたこ と を示す “ERASE OK”
の表示が 2 秒間表れます。
記録データがな く な り、 “NO LAP” と表示されます。
この機能終了には “EXIT” を選択し、 reset ボタ ン (12、 図
12) を押し て く だ さい。
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バッ テ リーテンシ ョ ン表示 (BATTERY)

こ こではバッ テ リーテンシ ョ ン表示機能を説明し ます。
この機能に入るには、 48 ページの “設定” メ ニューを表示
し、 ボタ ン （1、 図 14） “▲” 又は （2、 図 14） “▼” で
“BATTERY” を選択し、 リ セ ッ ト ボタ ン （12、 図 12） を押
し て決定し ます。
デ ィ スプレ イ上には以下の項目が表示されます。

- バッ テ リーテンシ ョ ンが 11.8 から 14.9 Volt の場合、 固定
表示にな り ます。

- バッ テ リーテンシ ョ ンが 11.0 から 11.7 Volt の場合、 点滅
表示にな り ます。

- バッ テ リーテンシ ョ ンが 15.0 から 16.0 Volt の場合、 点滅
表示にな り ます。

- バッ テ リーテンシ ョ ンが 10.9 Volt 以下の場合、 “ LOW ”
が点滅表示され、 “車両 / エンジン診断 -EOBD” ラ ンプ
(7、 図 4) が点灯し ます。

- バッ テ リーテンシ ョ ンが 16.1 Volt 以上の場合、 “ HIGH ”
が点滅表示され、 “車両 / エンジン診断 -EOBD” ラ ンプ
(7、 図 4) が点灯し ます。

参考
データが出力できない時は “- - -” が表示されます。
76



P
J

図 57

RIDING MODE RPM

MENU
BATTERY ABS

MENU 2 PIN CODE CLOCK DDA

BACK LIGHT LAP SET UNITS EXIT

BATTERY

EXIT

12.3 VOLT

リ セ ッ ト を押す 

リ セ ッ ト を押す 
77



JP

時計の調整
この機能は時計の調整設定を し ます。
この機能に入るには、 48 ページの “設定” メ ニューを表示
し、 ボタ ン （1、 図 14） “▲” 又は （2、 図 14） “▼” で
“CLOCK” を選択し、 リ セ ッ ト ボタ ン （12、 図 12） を押し
て決定し ます。
その後、 緑色で “SETTING” （3、 図 58） の表示が表れま
す。 この時点でハン ドルバーのイ ンス ト ル メ ン ト パネルの
表示を変更するには、 リ セ ッ ト ボタ ン （12、 図 12） を 3 秒
間押し ます。 “SETTING” 表示が灰色にな り ます （4、 図
58）。

時計のセ ッ ト ア ッ プ
この機能に入る と最初に “AM” の表示が点滅し ます。
ボタ ン “▼” (2、 図 14) を押すと、 PM が点滅表示し ます。
ボタ ン “▼” (2、 図 14) を押すと、 ひとつ前のステ ッ プに戻
り ます ( 時間が 00:00 の場合は、 AM から PM へ移る と 12:00
が表示されます )。
ボタ ン “▲” (1、 図 14) を押すと、 時間表示が点滅し始め、
時間の設定に入り ます。
ボタ ン (2、 図 14) “▼” を押すたびに、 1 時間進みます。 ボ
タ ン (2、 図 14) “▼” を押し続ける と、 秒につき 1 時間ずつ
進みます ( ボタ ンを押し続けている間、 時間表示は点滅し
ません )。
ボタ ン (1、 図 14) “▲” を押すと、 分が点滅し始め、 分の設
定に入り ます。
ボタ ン (2、 図 14) “▼” を押すたびに、 1 分進みます。 ボタ
ン (2、 図 14) “▼” を押し続ける と、 1 秒につき 1 分ずつ進
みます。

ボタ ン (2、 図 14) “▼” を 5 秒以上押し続ける と、 100ms に
つき 1 分の割合で数字が増し ます ( ボタ ン (2、 図 14) “▼”
を押し ている間、 数字は点滅し ません )。
ボタ ン （1、 図 14） “▲” を押すと調整が終了し、 タ ン クの
イ ンス ト ルメ ン ト パネルのデ ィ スプレ イ上に “SETTING”
の文字が緑色で表示されます （5、 図 58）。
この機能終了には “EXIT” を選択し、 reset ボタ ン (12、 図
12) を押し て く だ さ い。

参考
バッ テ リーが中断された場合、 電源の確保および次の

Key-On 時に、 時計はリ セ ッ ト されます （自動的に 00:00 か
ら再開し ます )。
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単位の変更機能
この機能では表示単位の変更が可能です。
この機能に入るには、 48 ページの “設定” メ ニューを表示
し、 ボタ ン （1、 図 14） “▲” 又は （2、 図 14） “▼” で
“SET UNITS” を選択し、 リ セ ッ ト ボタ ン （12、 図 12） を押
し て次のページに進みます。
ボタ ン （1、 図 14） “▲” 又は （2、 図 14） “▼” で変更し た
い単位の大き さ を選択し、 再度リ セ ッ ト ボタ ン （12、 図
12） を押し ます。
イ ンス ト ルメ ン ト パネルには変更が可能な表示単位が示さ
れます。 ボタ ン （1、 図 14） “▲” 又は （2、 図 14） “▼” で、
希望する表示を選択し、 も う 一度リ セ ッ ト ボタ ン （12、 図
12） を押し ます。
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SPEED の設定
この機能はスピー ドの単位を変更する こ とができます
（従って走行距離の単位も変更し ます。）
デ ィ スプレ イ上に現在設定されている単位が緑色で表示さ
れます。 ボタ ン （1、 図 14） “▲” 又は （2、 図 14） “▼” で
左の矢印を新設定上に移動させ、 リ セ ッ ト ボタ ン （12、 図
12） を押し て決定し ます。
設定を メ モ リーする と、 メ イ ン表示にも ど った と き、 新し
く 設定し た単位が表示されます。

1) Km/h: この設定を選択する と、 以下の項目がこの単位を
使用し ます ：

- TOT、 TRIP1、 TRIP2、 TRIP FUEL : Km
- 車両スピー ド及び平均スピー ド （ SPEED AVG） : Km/h
2) mph : この設定を選択する と、 以下の項目がこの単位を

使用し ます ：
- TOT、 TRIP1、 TRIP2、 TRIP FUEL : マイル
- 車両スピー ド及び平均スピー ド （ SPEED AVG） : mph。
この調整終了には “EXIT” 表示のある リ セ ッ ト ボタ ン （12、
図 12） を押し て く だ さい。

“TEMPERATURE” 設定
この機能では温度の単位の変更が可能です。
デ ィ スプレ イ上に現在設定されている単位が緑色で表示さ
れます。 ボタ ン （1、 図 14） “▲” 又は （2、 図 14） “▼” で
左の矢印を新設定上に移動させ、 リ セ ッ ト ボタ ン （12、 図
12） を押し て決定し ます。

設定を メ モ リーする と、 メ イ ン表示にも ど った と き、 新し
く 設定し た単位が表示されます。
3) °C : この設定を選択する と、 以下の項目がこの単位を

使用し ます ：
- クーラン ト および T_AIR 温度 ： °C
4) °F : この設定を選択する と、 以下の項目がこの単位を

使用し ます ：
- クーラン ト および T_AIR 温度 ： °F
この調整終了には “EXIT” 表示のある リ セ ッ ト ボタ ン （12、
図 12） を押し て く だ さい。
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“CONSUMPTION” 設定
この機能では平均燃費及び瞬間燃費の単位の変更が可能で
す。
デ ィ スプレ イ上に現在設定されている単位が緑色で表示さ
れます。 ボタ ン （1、 図 14） “▲” 又は （2、 図 14） “▼” で
左の矢印を新設定上に移動させ、 リ セ ッ ト ボタ ン （12、 図
12） を押し て決定し ます。
設定を メ モ リ ーする と、 メ イ ン表示にも ど った と き、 新し
く 設定し た単位が表示されます。
5) Km/L : この設定を選択する と、 以下の項目がこの単位

を使用し ます ：
- CONS. 及び CONS. AVG: Km/L
6) L/100 : この設定を選択する と、 以下の項目がこの単位

を使用し ます ：
- CONS. 及び CONS. AVG: L/100
7) mpgal UK : この設定を選択する と、 以下の項目がこの単

位を使用し ます ：
- CONS. 及び CONS. AVG: mpgal UK
8) mpgal USA : この設定を選択する と、 以下の項目がこの

単位を使用し ます ：
- CONS. 及び CONS. AVG: mpgal USA
この調整終了には “EXIT” 表示のある リ セ ッ ト ボタ ン （12、
図 12） を押し て く だ さい。
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ABS 停止機能
この機能は ABS システムを停止または作動させる こ とがで
きます。
この機能に入るには、 48 ページの “設定” メ ニューを表示
し、 ボタ ン （1、 図 14） “▲” 又は （2、 図 14） “▼” で
“ABS” を選択し、 リ セ ッ ト ボタ ン （12、 図 12） を押し て次
のページに進みます。
デ ィ スプレ イ上には機能の状態が表示されます （緑色で ON
または黄色で OFF）。 ボタ ン （1、 図 14） “▲” 又は （2、 図
14） “▼” で左の矢印を新設定上に移動させ、 リ セ ッ ト ボタ
ン （12、 図 12） を 3 秒間押し て決定し ます。
3 秒後、 システムはこの操作が正常に行われたかど うか検
証し ます。 この確認中、 “PLEASE WAIT…” と表示されま
す。
検証後新設定条件が表示されます。

参考
停止の操作が正常に行われたかった場合は、 同じ操作

を繰り返し て く だ さ い。 問題が解決し ない場合、 デ ィ ー
ラーまたは Ducati サービスセン ターにご連絡 く だ さい。

この調整終了には “EXIT” 表示のある リ セ ッ ト ボタ ン （12、
図 12） を押し て く だ さい。
84



P
J
RIDING MODE RPM

MENU
BATTERY ABS

MENU 2 PIN CODE CLOCK DDA

BACK LIGHT LAP SET UNITS EXIT

ABS

EXITOFF

ON

ABS

EXITOFF

ON

ABS

PLEASE WAIT...
EXIT

ABS

EXITOFF

ON

ABS

EXITOFF

ON

図 61

リ セ ッ ト を押す

“▲”

 “▼”

リ セ ッ ト を押す

リ セ ッ ト を押す
85



JP

イモビ ラ イザーシステム
この車両には電子制御でエンジンをブロ ッ クする盗難防止
システム ( イモビ ラ イザー ) が搭載されています。 イモビ ラ
イザーは、 毎回エンジンを停止する度に自動的に作動し ま
す。
各キーボデ ィ には ト ラ ンスポンダーが内蔵されています。
ト ラ ンスポンダーからの信号は、 シー ト 下に設置されたア
ンテナを介し て コ ン ト ロールユニ ッ ト に送られます。 この
信号はパスワー ド の役割を果た し、 イグニ ッ シ ョ ンキーが
スイ ッ チに差し込まれる度に、 毎回変更され、 CPU が “パ
スワー ド ” によ ってキーを承認し た時のみエンジンが始動
し ます。

キー ( 図 62)
車両には、 以下のキーが付属し ています ：
- ア ク テ ィ ブキー １ 本 (1、 図 62)。
- パッ シブキー １ 本 (2、 図 62)。
これらのキーは、 異なる方法で Hands free システム key-on
状態にする為のコー ド を も っています。

ア ク テ ィ ブキー （1、 図 63) は普通使用のキーで、 ボタ ン
（A、 図 63） を押すと金属部分 （B、 図 63） が完全に開きま
す。 ボタ ン （A、 図 63） を押し続ける と、 中間部分にある金
属部分 （C、 図 63） を移動させる こ とができます。 その位
置を維持するにはボタ ンを離し、 固定し ます。
金属のへこみの最後部分は、 柄の内側に入っています。

2

1

図 62

A1

B

C

図 63
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ア ク テ ィ ブキー内部にはバッ テ リーがあ り、 イ ンス ト ル メ
ン ト パネル始動の際にキーバッ テ リーレベルの “警告” が
表示された と き、 交換し なければな り ません （図 64）。

参考
この場合できるだけ早いバッ テ リー交換をお勧めし ま

す。 (88 ページ )。

充電量がある程度の限界から下がる と、 このキーはパッ シ
ブキー同様、 発信できな く な り ます。 この状態になる と、
イ ンス ト ルメ ン ト パネル上には何も表示されません。

警告
キー (1 または 2、 図 62) を フ ィ ラープ ラグのロ ッ クや

シー ト ロ ッ クに挿し たまま走行し ないで下さい。 抜けた り、
思わぬ事故の元にな り ます。 また、 強度の衝撃はキー機能
と全回路に損傷を与える可能性があ り ます。 
過酷な天候の下、 キー挿入のまま走行する こ と も、 キー IC
に損傷を与える可能性があ り ます。
洗車中にキーを車両の上に放置し ないで下さい。 防水対応
はし てお り ませんので、 損傷の可能性があ り ます。

図 38図 64
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アク テ ィ ブキーのバッ テ リー交換
リ チウムイオンバッ テ リー CR 2032 　 3 Volt のみ使用し て
く だ さい。

参考
交換後のキーの再設定は必要あ り ません。

バッ テ リーの金属部分を取り出し て く だ さい。
プ ラスチ ッ クの柄部分を、 直径がある程度ある硬貨 (2 ユー
ロ硬貨 €) ) を使い、 開けて下さ い。 図 65 を参照。

重要
矢印で表示されている部分のみに、 硬貨を挿入し て く

だ さい。 上記以外のもので開けた り、 矢印以外の場所に挿
入し ないで下さい。 IC や / またはワ ッ シ ャープロテ ク ター
に損傷を与える可能性があ り ます。

柄部分を外し た後は、 図で示すよ う に、 小さ なマイナス ド
ラ イバーの先をプレス回路 (1、 図 66) のすぐ下にいれ、 回
路を破損させないよ う 慎重に 持ち上げ、 引き抜いて く だ さ
い。

重要
小さ なマイナス ド ラ イバーの先をプレス回路のすぐ下

に、 回路を破損させないよ う に慎重にいれて下さい。 バッ
テ リーおよびバッ テ リーケースに力をかけないで下さ い。

図 65

1

図 66
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バッ テ リー (2、 図 67) をプレス回路 (1、 図 67) から抜いて、
新しいバッ テ リーと交換し て く だ さい。 
電極に注意し て く だ さい。 プ ラ ス (+) は向かって目に見える
方にな り ます。

重要
指定バッ テ リーのみ、 使用し て く だ さ い。

プレス回路を元に戻す時 (1、 図 68) には、 バッ テ リー側か
ら (2、 図 68) 挿し、 プ ラスチ ッ クに入れて く だ さい。

1 2 +

図 67

1

2

図 68
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プレス回路アンテナ (3、 図 69) を カチっ とい う 連結音が聞
こ えるまで軽 く 押し て下さ い。

二つの柄を揃え、 矢印部分 ( 図 70) を押し て、 閉じ て く だ さ
い。
カチ ッ とい う音でよ く 閉じ たこ とがわかり ます。

3

図 69

図 70
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キーの複製
追加のキーが必要な場合は、 お持ちのキー全てを持って
Ducati サービスセン ターにご依頼下さい。
Ducati サービスセン ターは新しいキー、 およびお手持ちの
キーを再プログラ ミ ングし ます。
Ducati アシス タ ン ト サービスは、 お客様が車両のオーナー
である証明の提示を求める事があ り ますので、 必要書類を
ご持参下さい。
この作業時に再メ モ リーされなかったキーのメ モ リーは削
除されて無効と なるため、 エンジン を始動する為に使用す
る こ とはできません。
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イモビ ラ イザーの解除作業
HF (Hands Free) システムに不具合が生じ た場合、 車両の一
時起動を し ます。

参考
PIN CODE 機能作動には、 不具合が生じ た場合に一時

起動をするため、 予め ４ 桁の PIN を イ ンス ト ルパネルに入
力し ます。

警告
PIN コー ドは車両所有者自身が設定し て く だ さい。 PIN

コー ドが既に設定になっていた場合は、 Ducati デ ィ ーラー
へ解除の申し込みを し て下さい。 設定解除をする場合、
Ducati デ ィ ーラーは車両所有者確認を させていただ く こ と
があ り ます。 

PIN CODE 起動機能
この機能に入るには、 “48 ページの設定” メ ニューを表示
し、 ボタ ン （1、 図 14） “▲” 又は （2、 図 14） “▼” で
“PIN CODE” を選択し、 リ セ ッ ト ボタ ン （12、 図 12） を押
し て次のページに進みます。

参考
その時点で “MODIFY PIN CODE” の表示が出た場合、

PIN は既に存在し機能し ている こ と を表し ます。

機能の入口でデ ィ スプレ イに “INSERT NEW PIN CODE” の
表示が表れ、 その下に緑色の点線 “- - - -” が表示されま
す。 この時点で ４ 桁のコー ド を入力し ます。

コー ドの入力 ：
リ セ ッ ト ボタ ン （12、 図 12） を押し ます。
ボタ ン (2、 図 14) “▼” を押すご とに、 表示数値は ０ から
９ まで移動し、 また ０ に戻り ます。
reset ボタ ン (12、 図 12) を押し、 数値が設定されます。
同じ方法で ４ 桁すべてを入力し ます。
リ セ ッ ト ボタ ン （12、 図 12） を再度押し、 “MEMORY” を
表示し ます。
この時点で入力し た PIN を メ モ リーするには、 リ セ ッ ト ボ
タ ン （12、 図 12） を 3 秒間押し て緑色の “MEMORY” を表
示し ます。
デ ィ スプレ イ上に PIN がメ モ リーされたこ との確認のため
約 2 秒間 “MEMORIZED” と表示され、 その後自動的に
“EXIT” の表示が表れます。
これ以降、 “PIN CODE” 機能に入る と、 “MODIFY PIN 
CODE” と表示され、 回数に限りがあ り ますが新たに PIN を
変更する こ とができます。
この調整終了には “EXIT” 表示のある リ セ ッ ト ボタ ン （12、
図 12） を押し て く だ さい。
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PIN CODE 変更
この機能で ４ 桁の PIN CODE の変更が可能と な り ます。
この機能に入るには、 “48 ページの設定” メ ニューを表示
し、 ボタ ン （1、 図 14） “▲” 又は （2、 図 14） “▼” で
“PIN CODE” を選択し、 リ セ ッ ト ボタ ン （12、 図 12） を押
し て次のページに進みます。

参考
“ INSERT NEW PIN CODE” と 点線“ - - - -” が即表示さ

れた場合は、 未入力同様、 PIN CODE が機能し ていないこ と
を示し ます。 前頁“ PIN CODE 起動機能” で説明し たよう に、
PIN を入力し てく ださ い

機能の入口でデ ィ スプレ イに “MODIFY PIN CODE” の表示
が表れ、 その下に “OLD PIN” 及び緑色の点線 “ - - - -” が
表示されます。 この時点で ４ 桁のコー ド を入力し ます。

参考
PIN 変更には、 メ モ リー済み PIN を記憶し てお く こ と

が必要です。

この時点で “古い” PIN (OLD PIN) を入力し ます。
リ セ ッ ト ボタ ン （12、 図 12） を押し ます。 ボタ ン (2、 図 14) 
“▼” を押すご と に、 表示数値は ０ から ９ まで移動し、 また
０ に戻り ます。
reset ボタ ン ( 12、 図 12) を押し、 数値が設定されます。
同じ方法で ４ 桁すべてを入力し ます。
新たに reset ボタ ン (12、 図 12) を押し、 数値が設定されま
す。
入力し た暗証番号が正し く ない場合、 イ ンス ト ルメ ン ト パ
ネルに点線 “ - - - - “が再度表示され、 暗証番号の再入力
を し なければな り ません。

入力し た暗証番号が正しい場合、 自動的に緑色で
“CORRECT” と 2 秒間表示され、 その後自動的に点線
“ - - - -” が表れ、 その脇に “NEW PIN” と表示されます。 
この時点で ４ 桁のコー ド を入力し ます。
リ セ ッ ト ボタ ン （12、 図 12） を押し ます。 ボタ ン (2、 図 14) 
“▼” を押すご とに、 表示数値は ０ から ９ まで移動し、 また
０ に戻り ます。
reset ボタ ン ( 12、 図 12) を押し、 数値が設定されます。
同じ方法で ４ 桁すべてを入力し ます。
新たに reset ボタ ン (12、 図 12) を押し、 数値が設定されま
す。
自動的に “MEMORY” と表示されます。
この時点で入力し た新しい PIN を メ モ リーするには、 リ
セ ッ ト ボタ ン （12、 図 12） を 3 秒間押し て緑色の
“MEMORY” を表示し ます。
デ ィ スプレイ上に新しい PIN がメ モ リーされたこ との確認の
ため約 2 秒間 “MEMORIZED” と表示され、 その後自動的に
“EXIT” の表示が表れます。
この調整終了には “EXIT” 表示のある リ セ ッ ト ボタ ン （12、
図 12） を押し て く だ さい。

参考
PIN CODE の設定は何度でも可能です。
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ラ ンプ コ ン ト ロール

ヘ ッ ド ラ ンプ コ ン ト ロール
ヘ ッ ド ラ ンプが自動的に OFF と な り、 バッ テ リーの消費量
を抑えます。
Key-On にする と、 ハイ ビームおよびロービームは OFF の
状態です。 
エンジンを始動させる と ロービームが自動的に点灯し ます。 
この時点から “通常” 機能と な り ます ： ロービームからハ
イ ビームへ ( ボタ ン 11、 図 12 を利用し て ) 変更する こ とが
でき、 “FLASH” ( ボタ ン 11、 図 12 を利用し て ) を使用する
事ができます。 Key-On に し た後もエンジンを始動させない
場合も、 左側スイ ッ チでロー / ハイ ビームを点灯する事が
できます ( ボタ ン 11、 図 12)。 1 回押すと ロービームが点灯
し ます。 この時点から、 同じボタ ンを利用し てロービーム /
ハイ ビームを ON （及び OFF） にする こ とができます (60 秒
以内にエンジンが始動されない場合は、 点灯し ているロー
ビームまたはハイ ビームは消灯し ます )。 
上記の手順でエンジンを始動する前にビームを点灯し た場
合、 車両を始動させる際、 自動的に一旦消灯し、 エンジン
が完全に始動し た時点で点灯し ます。

ターン イ ンジケーター （自動リ ターン機能）
イ ンス ト ルメ ン ト パネルで ターン イ ンジケーターの自動リ
ターン機能の調節が可能です。
2 つの う ち、 どち らかのターン イ ンジケーターを点けた後
リ セ ッ ト ボタ ン (12、 図 12) で解除する事ができます。
手動リ セ ッ ト し なかった場合、 500m( または 0.3 マイル ) 走
行後、 イ ンス ト ルメ ン ト パネルはイ ンジケーターを自動的
に解除し ます。
自動解除の際、 走行距離のカウン ト は 80 Km/h (50 mph) 以
下で行なわれます。
走行距離カウン ト は自動解除が完了し た後、 80 km/h (50 
mph) 以上で可能です。 また、 前述の速度を下回った場合、
カウン ト は解除され、 再開し ます。
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PARKING 機能
この機能はパーキング様式を設定し ます。
PARKING 機能で 車両停止の際、 駐車が目立つよ う に、 前後
部ラ イ ト を点灯する こ とができます。
車両停止後 ６ ０ 秒以内に、 ボタ ン (2、 図 14) “▼” を ３ 秒間
押すと設定が可能です。
設定が完了する と、 円形デ ィ スプレ イ上に ５ 秒間表示され、
ラ イ ト は ２ 時間点灯され、 その後自動的に消灯し ます。

機能の中止するには、 車両を起動及び停止 （Key-On / Key-
Off） する必要があ り ます。

参考
機能作動中に突然バッ テ リーが無 く なるなどの理由で

電源が遮断された場合、 電源を リ セ ッ ト するため、 イ ンス
ト ルメ ン ト パネルは機能を停止し ます。

警告
この機能を頻繁に使 う こ と で、 バッ テ リーの消耗が著

し く な り ます。 Ducati 社はこの機能を必要な時のみに利用
する こ と をお勧めし ます。

PARKING
図 73
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ステア リ ングロ ッ クがが可能なポジシ ョ ン表
示
この機能はステア リ ングがロ ッ ク可能なポジシ ョ ンである
こ と を表示し ます。

車両のエンジンを切った後 60 秒以内に、 ステア リ ングロ ッ
クが可能なポジシ ョ ンである こ と をセンサーが察知し、 イ
ンス ト ルメ ン ト パネルはデ ィ スプレ イ上に ５ 秒間連続表示
し ます。

ステア リ ングロ ッ ク起動表示
この機能でステア リ ングロ ッ クの起動を確認できます。
車両のエンジンを切った後 ６ ０ 秒以内に、 下のほ う にある
RUN ボタ ンを押すと、 ステア リ ングロ ッ ク状態に入り ま
す。
正常にステア リ ングロ ッ ク状態に入れば、 イ ンス ト ルメ ン
ト パネルのデ ィ スプレ イ上に ５ 秒間表示されます。

参考
ステア リ ングロ ッ クは正しいステア リ ングポジシ ョ ン

でのみ起動ができます。

WAITING
FOR

LOCK

図 74

図 75
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始動の赤いボタ ン上に “不具合” の疑いの表
示
この機能は、 システムの不具合吸収がないこ と を保証する
ため、 キーを “最高” の位置に持って く る必要がある こ と
を知らせます。

重要
短時間の う ちに車体のバッ テ リーが切れる可能性があ

り ます。

不具合は、 エンジン停止 (Key-Off) 後の 60 秒間表示されま
す。
停止 (Key-Off) するため、 1 秒以上起動ボタ ン (1, 図 77) を押
し続ける と、 システムは “RED SWITCH NOT RELEASED”
を表示し、 点滅し ます。 ( 図 76)

RED SWITCH NOT RELEASED

図 76

1

図 77
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キー (1, 図 78) を離し た後も表示が続 く 場合は、 ボタ ン (1, 
図 79) “最高” の位置にする必要があ り ます。
この場合、 不具合をデ ィ ーラー又は、 Ducati に認可された
整備工場に連絡し て く だ さ い。

1

図 78

1

図 79
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運転時に必要なコマン ド

警告
この章では車両を運転する上で必要な全てのコ マン ド

機能と配置を詳し く 説明し ています。 コマン ド を使用する
前によ く 読んで下さ い。

コ マン ド類の配置 ( 図 80)

1) ハン ド ルバーのイ ンス ト ルメ ン ト パネル
2) Hands free システム
3) タ ン クのイ ンス ト ルメ ン ト パネル
4) 左側スイ ッ チ
5) ク ラ ッ チコ ン ト ロールレバー
6) リ アブレーキペダル
7) 右側スイ ッ チ
8) スロ ッ ト ルグ リ ッ プ
9) フ ロン ト ブレーキレバー
10) ギアチ ェ ンジペダル

5

4

3

10

6

2

7

8

9

1

図 80
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Hands free システム
Hands free システムは、 以下から成り立っています。

1) Hands Free ブロ ッ ク
2) アンテナ
3) ア ク テ ィ ブキー
4) パッ シブキー
5) エレ ク ト リ ッ クキャ ッ プ ( オプシ ョ ン )

“Hands free” ボタ ン （7、 図 83） はタ ン クの前部にあ り ま
す。

1 2

4

3

5

図 81
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Hands free システムの起動 “key on” と解除
“key off”
key on は Hands free と全てのエレ ク ト リ ッ クデバイスの起
動 / 開始に使われます。
key off は Hands free と全てのエレ ク ト リ ッ クデバイスの解
除 / 停止と エンジン停止を確実に し ます。
key on はハン ドルの右スイ ッ チボタ ン (6) 上か Hands free ブ
ロ ッ ク (1、 図 81) 上の緊急ボタ ン (7) で行ないます。
key off はハン ドルの右スイ ッ チボタ ン （6） か Hands free ブ
ロ ッ ク （1、 図 81） 上のボタ ン (7) で行ないます。

参考
(6) か (7) のボタ ンは ON/OFF どち ら も同様に使えま

す。 例えば、 片一方で ON を し て、 も う 片一方で OFF、 ま
たはその逆と い う 具合に使う こ とができます。

Key on は (3、 図 81) か (4、 図 81) のどち らか一つのキーも
し く は暗証番号で可能です。
Key off は (3、 図 81) か (4、 図 81) のキーがな く て も可能で
す。
Key off にするは、停止状態でハン ドルのボタ ン (6) か Hands 
free ボタ ン (7) を押し ます。 停止状態でない場合は、 Hands 
free ボタ ン (7) のみ押し ます。

7

図 83

6

図 82
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参考
ア ク テ ィ ブキー (3、 図 81) のバッ テ リーが切れる と、

パッ シブキー同様の作動にな り ます。 (4、 図 81)。 イ ンス ト
ルメ ン ト パネルはバッ テ リ ーの消耗状態を表示し ます。

キー （3） の金属部分は、 フ ィ ラープ ラグを開ける時と シー
ト のロ ッ クに使います。
キー （3） の金属部分はキー内部に隠れています。 ボタ ン
（A、 図 84） を押すと金属部分 （B、 図 84） が完全に開きま
す。 ボタ ン （A、 図 84） を押し続ける と、 中間部分にある金
属部分 （C、 図 63） を移動させる こ とができます。 その位
置を維持するにはボタ ンを離し、 固定し ます。

参考
車両が key-on でエンジン off の時、 ア ク テ ィ ブキー

(3、 図 84) を抜いた ３ ０ 秒後、 車両はユーザーが何も し な く
ても自動的に停止し ます。

A3

B

C

図 84
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アク テ ィ ブキーでハン ドルの赤いキーを使い
Key-on/key-off
key-on にはハン ド ルにある HANDS FREE 起動 / 停止の赤い
キー (6) を使います。 これにはア ク テ ィ ブキー (3、 図 81) が
必要です。

参考
ア ク テ ィ ブキー (3、 図 81) は、 約 1.5 m 圏内で作動し

ますので、 その圏内に置 く よ う に し て く だ さい。

key-off にはハン ド ルにある HANDS FREE 起動 / 停止の赤い
キー (6) を使います。 キー (3、 図 81) がな く と も、 停止状態
であれば key-off にな り ます。 6

図 85
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アク テ ィ ブキーで Hands free ブロ ッ ク上の
キーを使い Key-on/key-off
key-on には Hands free ブロ ッ ク (1、 図 81) 上のボタ ン (7) を
使います。 これにはア ク テ ィ ブキー (3、 図 81) が必要です。

参考
ア ク テ ィ ブキー (3、 図 81) は、 約 1.5 m 圏内で作動し

ますので、 その圏内に置 く よ う に し て く だ さい。

key-off には Hands free ブロ ッ ク (1、 図 81) 上のボタ ン (7)
を使います。 これはア ク テ ィ ブキー (3、 図 81) がな く て も
可能です。

7

図 86
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パッ シブキーでハン ドルの赤いキーを使い
Key-on/key-off
key-on にはハン ド ルにある HANDS FREE 起動 / 停止の赤い
キー (6) を使います。 これにはパッ シブキー (4、 図 81) が必
要です。

参考
パッ シブキー (4、 図 81) は、 数 cm 圏内で作動し ます

ので、 キー (4、 図 81) はアンテナ (2) のそばに置 く よ う に し
て く だ さい。 アンテナ （2） を操作するにはシー ト を取り外
し ます （121 ページ “シー ト の取り外し” 参照 )。

key-off にはハン ド ルにある HANDS FREE 起動 / 停止の赤い
キー (6) を使います。 キー (4、 図 81) がな く と も、 停止状態
であれば key-off にな り ます。

6
図 87

2

図 88
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パッ シブキーで Hands free ブロ ッ ク上のキー
を使い Key-on/key-off
key-on には Hands free ブロ ッ ク上のボタ ン (7) を使います。
これにはパッ シブキー (4、 図 81) が必要です。

参考
パッ シブキー (4、 図 81) は、 数 cm 圏内で作動し ます

ので、 キー (4、 図 81) はアンテナ (2) のそばに置 く よ う に し
て く だ さい。 アンテナ （2） を操作するにはシー ト を取り外
し ます （121 ページ “シー ト の取り外し” 参照 )。

key-off には Hands free ブロ ッ ク (1、 図 81) 上のボタ ン (7)
を使います。 これはパッ シブキー (4、 図 81) がな く ても可
能です。

2

図 90

7

図 89
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暗証番号 （イモビ ラ イザー解除） で Key-on/
key-off

key-on には hands free ブロ ッ ク (1、 図 81) 上のボタ ン (7) を
使います。 これにはキー (3、 図 81) と (4、 図 81) は必要な
く 、 ダ ッ シ ュボー ド で暗証番号を入力し ます。
key-off にはハン ドルにあるボタ ン (6) を押し /  Hands Free
ボタ ン (7)  / エンジン off キー無し。
以降 key-on 後、 key-off ご とにキーは使わずに暗証番号を
入力し ます。
暗証番号は車両入手時にユーザーが入力し ます。
暗証番号を入力し ないと この機能は作動し ません。
Hands Free ボタ ン (7) を押すと、 イ ンス ト ルメ ン ト パネルに
バッ ク ラ イ ト が点灯し、 円形デ ィ スプレ イに ４ 桁の暗証番
号入力画面が表示されます。 暗証番号を正し く 入力する と、
イ ンス ト ルメ ン ト パネルが点灯し、 エンジンが起動し ます。
暗証番号は 120 秒以内に入力を終了し て く だ さい。 それを
過ぎる と自動的 Key-off と な り ます。

7

図 91
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車両解除のための暗証番号入力機能
この機能で HF (Hands Free) システムに不具合が生じ た場
合、 車両の一時起動を し ます。
通常ボタ ンで車両の起動ができないと きは、 緊急 Hands 
Free ボタ ン （7、 図 91） ボタ ンを押し ます。

ボタ ンを押し た後、 イ ンス ト ルメ ン ト パネルのデ ィ スプレ
イ上に “INSERT PIN CODE” と表示され、 その下に緑色の
点線 “ - - - -” が表れるので、 4 桁の PIN コー ド を入力し
ます。

コー ドの入力 ：
リ セ ッ ト ボタ ン （12、 図 12） を押し ます。
ボタ ン (2、 図 14) “▼” を押すご とに、 表示数値は ０ から
９ まで移動し、 また ０ に戻り ます。
reset ボタ ン (12、 図 12) を押し、 数値が設定されます。
同じ方法で ４ 桁すべてを入力し ます。
新たに reset ボタ ン (12、 図 12) を押し、 数値が設定されま
す。
暗証番号が正し く ない場合、 イ ンス ト ルメ ン ト パネルに点
線 “ - - - - “が再度表示され、 暗証番号の再入力を し なけ
ればな り ません。

参考
暗証番号の再入力は何度で も可能です。 しかし、 イ ン

ス ト ルメ ン ト パネルは入力開始 120 秒後に自動的に消灯し
ます。

暗証番号が正しければ、 デ ィ スプレ イ上に 3 秒間、 暗証番
号が点滅表示され、 “CORRECT” の文字が表れます。 3 秒
後、 デ ィ スプレ イ全体が通常表示にも ど り ます。
以降、 車両の起動は Start ボタ ン (key-on) で可能にな り ま
す。

参考
車両停止 (key-off) に し ない限り、 車両起動が可能で

す。 次の起動の際、 も し問題が解決し ない場合、 車両の”
一時” 起動のため、 も う 一度最初から繰り返し て く だ さい。

重要
起動のため、 上記のプロセスをふまなければな らない

と きは、 早めに Ducati サービスセン ターまでお問い合わせ
下さい。
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PIN CODE

INSTERT PIN CODE  

_    _    _    _

0    _    _    _

2    _    _    _

2    _    _    _

2    5    _    _

PIN CODE

INSTERT PIN CODE  

2   5    1    8 CORRECT

2    5   1    _

2   5    _    _

2    5    1    _

2    5    1    8 

図 92

リ セ ッ ト を押す

“▼” を 2 回押す

リ セ ッ ト を押す

“▼” を 5 回押す

リ セ ッ ト を押す

“▼” 

リ セ ッ ト を押す

リ セ ッ ト を押す

“▼” を 8 回押す
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左側スイ ッ チ ( 図 93)
1) デ ィ マースイ ッ チ、 ビームの選択、 2 ポジシ ョ ン ( 図

93):
（A） 下方向に押すたびにロービームラ イ ト 点灯 から
ロービームラ イ ト 及びハイ ビームラ イ ト 点灯 への信
号が伝わり ます。
（B） 水平に押し た場合  = ハイ ビーム点滅 (FLASH)、
“Start-Stop lap” 表示。

2) ボタ ン  = ターン イ ンジケーター、 3 ポジシ ョ ン ( 図
93) ：
中央 ＝ OFF

＝ 左折

＝ 右折

3) ターン イ ンジケーター停止ボタ ン、 Riding mode 起動と
メ ニュ操作

4) ボタ ン＝ 警告ホーン

5) メ ニュー操作ボタ ン、 デ ィ スプレ イス ク ロールと TRIP1 
と TRIP2 機能のリ セ ッ ト 。

6) メ ニュー操作ボタ ン、 デ ィ スプレ イスク ロール。

5

64

2

1

1

A

B

3

図 93
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ク ラ ッ チレバー ( 図 94)
レバー (1) でク ラ ッ チの接続を操作し ます。
この機種にはアジ ャス ター (2) がついてお り、 レバーとハン
ド ルバー上のハン ドル間の調整が可能です。 
レバーの間隔はアジ ャス ター (2) の 10 ク リ ッ クで調整でき
ます。 時計回り に回すと レバーはスロ ッ ト ルグ リ ッ プから
離れます。 アジ ャス ターを反時計回り に回すと近づきます。
レバー (1) を引 く と、 エンジンの回転が ト ラ ンス ミ ッ シ ョ ン
およびホイールモーターに伝わらな く な り ます。 ク ラ ッ チ
の適切な操作は、 スムーズなラ イデ ィ ング、 特に発進時に
重要です。

警告
ク ラ ッ チ及びブレーキレバーの調整は、 停車時に行い

ます。

重要
ク ラ ッ チレバーを正し く 操作する こ と で、 ト ラ ンス

ミ ッ シ ョ ンの損傷を避け、 車両の寿命を延ばすこ とができ
ます。

参考
サイ ド ス タ ン ド を下ろ し、 ギアがニュー ト ラルの状態

でエンジンを始動させる こ とができます。 また、 ギアが
入った状態で始動する時は、 ク ラ ッ チレバーを引いて下さ
い （この場合サイ ド ス タ ン ド は下ろ し ません）。

2 1
図 94
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右側スイ ッ チ ( 図 95)
1) 赤スイ ッ チ 　 ON/OFF
2) 黒ボタ ン 　 エンジン始動

スイ ッ チ （1） は 3 ポジシ ョ ンあ り ます。

A) 中央止め : 停止。 このポジシ ョ ンではエンジンの起動は
不可、 全てのエレ ク ト リ ッ クデバイスは停止し ます。

B) 下部に押し た場合 ON/OFF このポジシ ョ ンでシステム
の起動 (key-on) と停止 (key-off) が可能です。

C) 上部に押し た場合 始動 このポジシ ョ ンのみで、 黒ボタ
ン (2) を押し ながら、 エンジンの起動が可能です。

1

2
図 95
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図 96
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スロ ッ ト ルグ リ ッ プ ( 図 97)
ハン ドルバー右側のスロ ッ ト ルグ リ ッ プ （1、 図 97） は、
スロ ッ ト ルボデ ィ の開閉を操作し ます。 グ リ ッ プを緩める
と、 自動的に元の位置 ( アイ ド リ ング状態 ) に戻り ます。

フ ロン ト ブレーキレバー ( 図 98)
レバー （1、 図 98） をスロ ッ ト ルグ リ ッ プの方向へ引 く と、
フ ロン ト ブレーキがかかり ます。 このレバーは油圧で作動
するため、 軽 く 握るだけで作動し ます。
コ ン ト ロールレバー （1、 図 98） にはつまみ （2、 図 98） が
ついてお り、 レバーと グ リ ッ プ との間隔が調整でき るよ う
になっています。
レバーの間隔はアジ ャス ター （2、 図 98） の 10 ク リ ッ クで
調整できます。 時計回り に回すと レバーはスロ ッ ト ルグ
リ ッ プから離れます。 アジ ャス ターを反時計回り に回すと
近づきます。

1
図 97

図 98
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リ アブレーキコ ン ト ロールペダル ( 図 99)
ペダル （1、 図 99） を下に踏むこ と で、 リ アブレーキが機
能し ます。
システムは油圧式で作動し ます。

ギアシフ ト ペダル ( 図 100)
ギアチ ェ ンジペダル （1、 図 100） は中央のニュー ト ラルの
ポジシ ョ ン N に自動的に戻り ます。 ニュー ト ラルポジシ ョ
ンである こ とはイ ンス ト ルメ ン ト パネル上の N ラ ンプ (2、
図 4) で表示されます。 
ペダルは以下のよ う に動かせます ： 
下へ＝シ フ ト ダウンおよび 1 速へのチ ェ ンジは、 ペダルを
下に押し ます。 この時、 イ ンス ト ル メ ン ト パネルの N ラ ン
プが消えます。
上へ＝ペダルを上へ上げる こ と で、 2 速から順次 3、 4、 5、
6 速へと チ ェ ンジ し ます。
一回の操作が一速分のチ ェ ンジに相当し ます。

1
図 99
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ギアチ ェ ンジペダルと リ アブレーキペダ
ルの配置調整
ギアチ ェ ンジペダルと リ アブレーキペダルのポジシ ョ ンは、
ラ イダーのラ イデ ィ ングス タ イルと フ ッ ト ペグの位置に合
わせて調整する こ とができます。
これらの調整は以下の手順で行って く だ さい ：

ギアシフ ト ペダル ( 図 101)
ロ ッ ド (1) を固定し ながら、 ナ ッ ト (2) と (3) を緩めます。

参考
ナ ッ ト (2) は、 逆ネジになっています。

ギアチ ェ ンジペダルを好みの位置に定めながら、 レンチで
ロ ッ ド (1) の六角部分を回し ます。
ロ ッ ド に対し て両ロ ッ クナ ッ ト を締め付けます。

123
図 101
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リ アブレーキコ ン ト ロールペダル ( 図 102)
ナ ッ ト (7) を緩めます。
ペダルが好みの位置になるまで、 調整ス ク リ ュー (6) を回し
ます。
ロ ッ クナ ッ ト (7) を締め付けます。
ペダルを手で押し ながら、 ブレーキがかかり始めるまでに
約 1.5 ～ 2 mm の遊びがあるかを確認し ます。
も し上記のよ う な遊びが確認できない場合、 マス ターシ リ
ンダーのロ ッ ド の長さ を次の手順で調整し ます ：
シ リ ンダーのロ ッ ド上にあるロ ッ クナ ッ ト (10) を緩めます。
フ ォーク (9) のロ ッ ド (8) の遊びを増やし たい場合は締め、
逆に減ら し たい場合は緩めます。
ロ ッ クナ ッ ト (10) を締め付け、 ペダルの遊びを点検し ます。

6

910

8

7

図 102
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主要構成部品 / 装備

車両上の配置 ( 図 103)

1) フ ィ ラープ ラグ
2) シー ト ロ ッ ク
3) サイ ド ス タ ン ド
4) リ アビ ュー ミ ラー
5) フ ロン ト フ ォークアジ ャス ター
6) リ アシ ョ ッ クアブ ソーバーアジ ャス ター
7) 触媒システム
8) エキゾース ト サイ レンサー (140 ページ、 “注意事項” 参

照 ) 。

4

4 7 8
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図 103
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燃料フ ィ ラープ ラグ

参考
タ ン クキャ ッ プを開閉するには、 ア ク テ ィ ブキーを使

用し、 中間位置の金属部分を 86 ページに示し た位置に し ま
す。

開け方
プ ラグの保護カバー (1、 図 104) を起こ し、 ア ク テ ィ ブキー
も し く はパッ シブキーを挿入し ます。 時計回り に 1/4 回転
し てロ ッ ク を解除すれば、 プ ラグを開ける こ とができます。
キャ ッ プ (2 図 105) を起こ し ます。

閉じ方
キーの差し込まれたプ ラグ （2、 図 105） で押し ながら閉じ
て く だ さい。 キーを抜き取り、 プ ラグの保護カバー （1、 図
104） を閉じ ます。

参考
プ ラグはキーが差し込まれていないと閉ま り ません。

警告
燃料補給 (143 ページ参照 ) 後は毎回、 プ ラグが正し

い位置で確実に閉ま っている こ と を確かめて下さい。

1

図 104

2

図 105
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シー ト ロ ッ ク
ロ ッ ク （1、 図 106） を操作する こ と で、 シー ト を取り外
し、 シー ト 下のスペース及び装置の作業をする こ とができ
ます。

シー ト の取り外し
ロ ッ ク （1、 図 106） にア ク テ ィ ブ又はパッ シブキーを差し
込み、 時計方向に回し ながら同時にラ ッ チの近 く を下方に
押し下げてピン を外し ます。 フ ロン ト ス ト ッパーから シー
ト を後ろ側へ引き出し ます。

1

CLOSE

OPEN

図 106

図 107
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ヘルメ ッ ト キャ リーケーブル

参考
ヘルメ ッ ト キャ リーケーブル （2、 図 108） はツール

キッ ト 内にあ り ます。 144 ページの “付属ア クセサリー”
を参照し て く だ さい。

ケーブルをヘルメ ッ ト に通し、 ケーブルの先端をピン （3、
図 108） に通し ます。 ヘルメ ッ ト をぶら下げた状態でシー ト
を元に戻し、 固定し ます。

警告
ヘルメ ッ ト ロ ッ クケーブルは、 車両の駐車中にヘル

メ ッ ト の盗難を防止するためのものです。 ヘルメ ッ ト をぶ
ら下げた状態で走行し てはいけません。 運転の邪魔にな り、
バラ ンスを失う 可能性があ り ます。

3 2

図 108
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シー ト の取り付け
すべてのエレ メ ン ト が正し い位置にあ り、 シー ト 下に固定
されている こ と を確認し ます。 シー ト 底部のブ ラケ ッ ト
（4） を フ レームの突出部 （5） に差し込み、 シー ト の後端部
を押し、 カチ ッ と音がし てロ ッ クがかかったこ と を確かめ
ます。 シー ト がフ レームに し っかり と固定されたこ と を確
認し、 ロ ッ クからキーを抜きます。

5

4

図 109
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サイ ド ス タ ン ド ( 図 110)

重要
 サイ ド ス タ ン ド を使用する前に、 地面が適し ている

か、 平らであるかを確かめて下さ い。

柔らかい地面、 砂利、 日光で柔らか く な ったアスフ ァル ト
等にパーキングする と、 車両転倒の原因と な り ます。
傾斜面に停車する場合は、 常に リ アホイールが斜面の低い
側になるよ う に し て下さい。
サイ ド ス タ ン ド を使用するには、 ハン ドルバーを両手で掴
み、 車体を支えながら、 ス タ ン ドのフ ッ ク (1) を足でいっぱ
いに押し ます。 次に、 ス タ ン ド がし っかり と路面に着 く ま
で、 車体を徐々に傾けていきます。

警告
サイ ド ス タ ン ド 使用時には、 車両にまたがらないで下

さい。

サイ ド ス タ ン ド を元の位置 ( 水平位置 ) に戻すには、 車両を
右側に傾けながら、 足でス タ ン ドのアーム (1) を持ち上げま
す。 

参考
定期的にス タ ン ド ( 内側と外側 2 つのスプ リ ングの状

態 ) と安全センサー (2) の作動を点検する こ と をお勧めし ま
す。

参考
ス タ ン ド を降ろ し、 ト ラ ンス ミ ッ シ ョ ンがニュー ト ラ

ルの状態でエンジンを始動させる こ とができます。 ギアが
入った状態で始動する時は、 ク ラ ッ チレバーを引いて下さ
い ( この際サイ ド ス タ ン ド は降ろ し ません）。

1

2

図 110
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パッ センジャーハン ドル
パッ センジ ャーハン ド ル （1、 図 111） はバッ ク テール内に
設置されてお り、 取り出すにはシー ト を取り外し （121
ページ、 “シー ト の取り外し” 参照）、 つまみ （2、 図 111）
を持ち上げ、 同時に所定の位置から一番高い位置までハン
ド ル （1、 図 111） を取り出し ます。

警告
使用する前に、 前後に引っ張ってパッ センジ ャーハン

ド ルが正常の位置に固定されている こ と を確認し て く だ さ
い。

元に戻すには、 つまみ （2、 図 111） を持ち上げ、 パッ セン
ジ ャーハン ドル （1、 図 111） を所定の位置のバッ ク テール
（図 112） に完全に入るまで押し、 シー ト を再度取り付けま
す （123 ページ “シー ト の取り付け” 参照）。

1 2

図 111

1

図 112
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フ ロン ト フ ォーク調整
フ ロン ト フ ォークには、 リバウン ド / コ ンプレ ッ シ ョ ン /
スプ リ ングプ リ ロー ド ダンピングアジ ャス ターが装備され
ています。
この調整は外部スク リ ューアジ ャス ターで行います ：

1) 油圧ブレーキのリバウン ド ダンピング調整 ( 図 113) ; 
2) イ ンナースプ リ ングプ リ ロー ド 調整 ( 図 113) ; 
3) 油圧ブレーキのコ ンプレ ッ シ ョ ンダンピング調整 ( 図

114);
サイ ド ス タ ン ド を使い、 安定し た場所に停車し ます。
リバウン ド ダンピングを調整する際は、 各フ ォーク レ ッ グ
端部にあるアジ ャス ター (1) を回し ます。
コ ンプレ ッ シ ョ ン油圧ブレーキを調節するには、 ド ラ イ
バー ( － ) で、 各フ ォークの上部に配置されているアジ ャス
ター (3) を回し ます。 アジ ャス ター (1) 及びアジ ャス ター (3)
のスク リ ューを回すご とに、 ダンピングは緩みます。 ア
ジ ャス ターをいっぱいに締め込むと “0” 位置にな り、 ダン
ピングが最強にセ ッ ト されます。 このポジシ ョ ンから時計
の逆周り に回し、 ダンピング値を計り ます。
各フ ォーク内部のスプ リ ングプ リ ロー ド を変更するには、
全開のポジシ ョ ンから、 六角アジ ャス ターナ ッ ト (2、 図
113) を 22 mm の六角レンチで回し ます （時計周り で）。 基準
の位置 （A、 図 113） から時計回り に一回転する と、 スプ リ
ングプレロー ド 1mm に相当し、 最大値は 15mm で 15 回転
に相当し ます。

1
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図 113
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すべての閉じ た状態からの STANDARD の調整は以下です。
コ ンプレ ッ シ ョ ン ：
1.5 回転
リバウン ド ：
1.5 回転
スプ リ ングプ リ ロー ド ： 全開 ( 逆時計回り ) 。

重要
両フ ォークは同じ設定に し て下さい。
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リ アシ ョ ッ ク アブ ソーバー調節 
リ アシ ョ ッ クアブ ソーバーは荷重に合わせてバラ ンスを調
整できるよ う外部アジ ャス ターを装備し ています。
アジ ャス ター (1, 図 115) は、 シ ョ ッ クアブ ソーバーのスイ
ングアームへの固定位置下部にあ り、 リバウン ド ( リ ター
ン ) の時点で油圧ブレーキを調整し ます。
車両の左側にあるつまみ (2、 図 116) で、 アブ ソーバーのア
ウ タースプ リ ングプ リ ロー ド を調整し ます。

1

図 115

2

図 116
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シ ョ ッ クアブ ソーバーの拡張タ ン ク上にあるつまみ （3、 図
117） は油圧ブレーキのコ ンプレ ッ シ ョ ンダンピングの調整
を し ます。
アジ ャス ター （1） またはつまみ （2） 及び （3） を時計回り
に回すと、 ダンピングも し く はプ リ ロー ドがア ッ プ し ます。 
その逆はダウン し ます。
STANDARD 調整 アジ ャス ターが完全に閉じ た状態から時計
回り に ：
アジ ャス ター （1、 図 115） を 12 ク リ ッ ク
つまみ （2、 図 116） すべてオープン （反時計回り）
アジ ャス ター （3、 図 117） を 25 ク リ ッ ク

警告
シ ョ ッ ク アブ ソーバーには高圧のガスが充填されてい

ます。 未経験者による分解作業は重大な損傷の原因と な り
ます。

パッ センジ ャー載せて走行する際には、 スプ リ ングプ リ
ロー ド を最大に設定する と、 路面からの影響を受けに く く
な り、 走行安定性が増し ます。 この場合には、 リバウン ド
ダンピングの再調整が必要になる こ とがあ り ます。

3
図 117
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表に示し た値は参考値で、 ラ イダーの洋服を含めた体重が
80-90kg、 パッ センジ ャーの洋服を含めた体重が 70-80kg と
想定し ています。

フロン ト フ ォーク

幅 デフ ォルト Sport Touring Urban

ラ イダーのみ

コ ンプレ ッ シ ョ ン 0~3 1.5 0.5 1 1.5

リバウン ド 0~3 1.5 1 1.5 1.5

プレロード 0~15 0 4 1 0

ラ イダー及びパッ セン
ジャー

コ ンプレ ッ シ ョ ン 0~3 1.5 0 0.5 1

リバウン ド 0~3 1.5 1.5 1.5 2.5

プレロード 0~15 0 7 4 2

リ アシ ョ ッ クアブソーバー

ラ イダーのみ

コ ンプレ ッ シ ョ ン 0~40 25 6 15 25

リバウン ド 0~24 12 4 9 12

プレロード 0~28 0 20 10 0

ラ イダー及びパッ セン
ジャー

コ ンプレ ッ シ ョ ン 0~40 25 4 6 15

リバウン ド 0~24 12 6 8 10

プレロード 0~28 0 28 20 15
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カス タムキャ リ ブレーシ ョ ン用スプ リ ング

参考
リ アシ ョ ッ クアブ ソーバーのスプ リ ング調整のため、

2 種類のスプ リ ングを注文する こ とができます。
- 約 120Kg のユーザーへは、 部品番号 ： 36640321A をお勧

めし ます。
- 約 150Kg のユーザーへは、 部品番号 ： 36640331A をお勧

めし ます。
上記重量の取り付けには、 プ リ ロー ド のグ リ ッ プ / プレス
を常にゼロに調整し ます。 し たがって、 必要な場合には
10mm のプ リ ロー ド の余裕ができます。

警告
スプ リ ングの注文及び取り付けには ド ゥ カテ ィ オフ ィ

シ ャルデ ィ ーラーにお問い合わせ く だ さ い。



JP

運転のしかた

慣ら し運転の方法

慣ら し運転時の最高速度 ( 図 118)
慣ら し運転期間中の最高許容回転数 ：
1) 1000 km まで
2) 1000 ～ 2500 km まで

1000 km まで
最初の 1000 km まではタ コ メ ーターに注意し、
5,500 ～ 6,000 回転 (rpm) を超えてはいけません。
最初の数時間は、 規定回転数の範囲内でエンジンの負荷と
回転数を色々変える こ と をお勧めし ます。
エンジン、 ブレーキ、 サスペンシ ョ ンのよ り効果的な慣ら
しには、 カーブが多 く 起伏に富んだ場所を走行する こ とが
理想的です。
最初の 100 km は、 ブレーキデ ィ スクに対し てパッ ドの摩擦
材を適切に慣らすために、 優し く ブレーキをかけ、 急なブ
レーキや長い間ブレーキをかける こ とは避けて下さい。

全ての機械部分を互いに馴染ませるため、 また、 エンジン
の主要部分の寿命に悪影響が出ないよ う、 急な加速や、 特
に上り坂での長時間にわたる高速回転は避けて下さい。
定期的にチ ェ ーンを点検し、 必要であれば潤滑し、 調整し
て下さ い。

0÷1000 Km 1000 ÷ 2500 Km

図 118
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1000 ～ 2500 km まで
この間、 エンジンから よ りパワーを引き出す事は可能です
が、 下記の回転数を決し て超えないよ う に し て下さい ：
7,000 rpm

重要
慣ら し運転期間は、 当マニュ アルで指定された点検、

整備を必ず受けて下さい。 順守されなかった結果、 エンジ
ンの損傷、 および寿命の短縮などについて、 Ducati モー
ターホールデ ィ ング社はいかなる責任も負いません。

慣ら し運転の方法を守る こ と でエンジンの寿命を延ばし、
調整、 オーバーホールの回数を抑える こ とができます。
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走行前の点検事項

警告
走行前にこれらの点検を怠った場合、 車両に損傷を与

え、 ラ イダー、 及びパッ センジ ャーを危険に晒す恐れがあ
り ます。

走行前に以下の点検を実施し て下さい ：
タ ン ク内の燃料残量
タ ン ク内の燃料の残量を確認し て下さい。 必要であれば給
油し て下さい (143 ページ参照 )。
エンジンオイル量
点検窓から タ ン ク内のオイル残量を点検し ます。 必要であ
ればオイルを補充し て下さ い (167 ページ参照 )。
ブレーキ、 ク ラ ッ チフルー ド 量
各リザーバー内のフルー ド レベルを確認し ます (146 ページ
参照 )。 
クーラ ン ト 量
クーラ ン ト タ ン クの液量を確認し ます。 必要であれば補充
し て下さい (145 ページ参照 )。
タ イヤコ ンデ ィ シ ョ ン
空気圧と摩耗度を点検し ます (165 ページ参照 )。
コ マン ド 類の機能点検
ブレーキ、 ク ラ ッ チ、 ア クセル、 ト ラ ンス ミ ッ シ ョ ン等の
作動レバーまたはペダルを作動させて機能を確認し ます。
ラ ンプ類、 イ ンジケーター
ラ ンプ、 イ ンジケーター、 ホーンが適切に機能するかを確
認し ます。 電球が切れている場合には交換し て下さい (161 
ページ参照 )。

各ロ ッ ク
フ ィ ラープ ラグ (120 ページ参照 ) およびシー ト (121 ページ
参照 ) のロ ッ ク状態をチ ェ ッ ク し ます。
ス タ ン ド
サイ ド ス タ ン ド (124 ページ参照 ) がスムーズに作動し、 適
切な位置にあるかをチ ェ ッ ク し ます。

ABS ラ ンプ
key-on 後、 ABS ラ ンプ (9、 図 4) は点灯し続けます。 時速 5 
km/h を超える と、 ラ ンプが消える と、 ABS システムが正常
に機能し ている こ と を示し ます。

警告
不良な点がある場合には、 車両の使用を中止し、

Ducati オフ ィ シ ャルデ ィ ーラーにご連絡下さい。
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ABS デバイス
フ ロン ト フ ォニ ッ クホイール (1、 図 119) と リ ア フ ォニ ッ ク
ホイール (2、 図 120) をよ く 清掃し て く だ さい。

警告
汚れなどが付着し て読み取り窓が詰ま っている と、 シ

ステムが正常に機能し ない恐れがあ り ます。
泥の多い路面を走行する時には ABS システムが う ま く 機能
し ない場合があ り ますのでシステムを OFF に し てお く こ と
をおすすめし ます。

警告
長い後輪立ち走行を行 う と、 ABS システムが停止し

て し ま う おそれがあ り ます。

1

図 119

2

図 120
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ON/OFF

警告
エンジンを始動する前に、 運転に必要な操作系の取り

扱いに慣れておいて下さい (101 ページ )。 

警告
屋内では絶対にエンジンを始動し た り、 作動させた り

し ないで下さ い。 排気ガスは有毒ですので、 短時間で意識
を失った り、 さ らには死亡にまで至る危険性があ り ます。

右ハン ド ルの赤いスイ ッ チ (1、 図 121) を下にずら し ながら、
ア ク テ ィ ブキーまたはパッ シブキーで “key-on” (Hands free
システムと全てのエレ ク ト リ ッ クデバイスの起動 ) 状態に
し て下さい。
ハン ドルバーのイ ンス ト ルメ ン ト パネルは初期設定と車両
システムコ ン ト ロールを開始し、 外側から内側に連続で全
てのラ ンプを数秒点灯し ます。
このコ ン ト ロールの後は、 グ リーンのラ ンプ N (2、 図 122)
と赤いラ ンプ  (3) のみが点灯し残り ます。

警告
サイ ド ス タ ン ド が完全に上がって ( 水平 ) いない場

合、 安全センサーが作動し て始動できません。

Key-on 後で、 まだエンジンが始動し ていない状態の時、 ア
ク テ ィ ブキーが感知されない場合、 その 10 秒後に、 このシ
ステムは自動的に key-off にな り ます。

1

1

図 121

2 3

図 122
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参考
サイ ド ス タ ン ド を下ろ し、 ギアがニュー ト ラルの状態

でエンジンを始動させる こ とができます。 または、 ギアが
入った状態で始動する時は、 ク ラ ッ チレバーを引いたまま
の状態で始動させて く だ さ い ( この時サイ ド ス タ ン ド は上
がっていなければな り ません )。

黒いボタ ン (4、 図 123) が見えるよ う に、 赤いスイ ッ チ (1)
を上にずら し て下さ い。
エンジン起動のため、 ボタ ン (4) を押し て下さい。

重要
エンジン冷間時は回転数を上げ過ぎないで下さい。 潤

滑が必要な全ての部分にオイルを行き渡らせるために、 エ
ンジンが温まるのを待って く だ さ い。 

オイル圧の赤いラ ンプは、 エンジン起動後数秒で消えます。

ハン ドルの赤いスイ ッ チ (1、 図 123) を RUN OFF にいれ、 エ
ンジンを停止し ます。

参考
Hands free システムと全てのエレ ク ト リ ッ クデバイス

の起動に関し ては、 102 ページ “Hands Free システム” も
参照し て く だ さい。

1

4

4

1

図 123
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車両の発進
1) ク ラ ッ チレバーを引いてク ラ ッ チを切り ます。
2)1 速に変速するためにギアチ ェ ンジペダルをつま先で し っ
かり押し下げます。 
3) スロ ッ ト ルグ リ ッ プを回し てエンジンの回転数を上げ、
同時にク ラ ッ チレバーを徐々につなぐ と、 車両は発進し始
めます。
4) ク ラ ッ チレバーを完全に放し、 エンジンの回転数を上げ
ます。
5) シ フ ト ア ッ プするには、 エンジン回転数を落とすために
スロ ッ ト ルを戻し、 ク ラ ッ チを切り、 ギアチ ェ ンジレバー
を も ち上げ、 ク ラ ッ チレバーを放し ます。
シ フ ト ダウンは以下のよ う に行います ： スロ ッ ト ルグ リ ッ
プを放し、 ク ラ ッ チレバーを引いてから、 ギアを同調させ
やす く するためにエンジンを軽 く ふかし てシ フ ト ダウン し、
ク ラ ッ チを放し ます。
これらの作業は適切に素早 く 操作し なければな り ません。 
上り坂を走行する際には、 車速が落ちてきたらすぐにシ フ
ト ダウン し、 車両への異常なス ト レスやエンジンの ノ ッ キ
ングを避けて下さい。

重要
急な加速操作は、 オーバーフ ローや ト ラ ンス ミ ッ シ ョ

ンのスナ ッ チを招きますので避けて下さ い。 ギアを変速し
た後も ク ラ ッ チレバーを引いたままでいる と、 機械部分の
過熱や摩擦部分の異常な摩耗を引き起こ し ます。

警告
長い後輪立ち走行を行 う と、 ABS システムが停止し

て し ま う おそれがあ り ます。

ブレーキ操作
減速するには、 最初にスロ ッ ト ルグ リ ッ プを戻し てエンジ
ンブレーキをかけ、 それから ブレーキング し ます。 エンジ
ンが急に止まるのを防ぐため、 車両が停止する前に、 ク
ラ ッ チを切り ます。
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ABS システム
困難な条件下のブレーキ操作は、 非常に慎重に行わなけれ
ばな り ません。 ブレーキ操作は二輪車両の運転の中でも最
も難し く 危険な瞬間の一つです。 転倒または事故などは、
統計上、 様々な場面の中でブレーキ操作時に一番起こ りや
す く な っています。 フ ロン ト ホイールがロ ッ ク される と、
牽引力、 安定性が減り、 車両のコ ン ト ロールを失います。
アンチブロ ッ ク ブレーキシステム （ABS） は、 緊急のブ
レーキ時、 悪道路、 悪天候の下でブレーキの性能を最も効
率的に使えるよ う に開発されたものです。
ABS は油圧電子システムです。 ホイールがロ ッ ク されそ う
になる と、 ホイールにあるセンサーから コ ン ト ロールユ
ニ ッ ト に信号が送られ、 ブレーキ回路内のプレ ッ シ ャーが
制御されます。
一時的にプレ ッ シ ャーが下がる こ と で、 タ イヤが理想的な
接地状態を維持し たまま、 ホイールは回転を続けます。 ブ
レーキ回路内のプレ ッ シ ャーはすぐにまた上がり始め、 ブ
レーキが作動するよ う にな り ます。 ロ ッ クア ッ プのリ ス ク
が完全にな く なるまで このサイ クルが繰り返されます。
ブレーキが作動状態に入る と、 ブレーキレバーと ブレーキ
ペダル上に軽い断続的抵抗が感知されます。
フ ロン ト と リ アブレーキのコ ン ト ロールシステムはそれぞ
れ独立し ていますので、 ABS も フ ロン ト と リ アブレーキに
同時に作動するわけではあ り ません。
このシステムを イ ンス ト ルメ ン ト パネルで停止させたい場
合は、 “ABS 停止機能” を使います。

警告
レバーとペダルの内、 片方だけ使用する と ブレーキ効

力が低下し ます。 

ブレーキ類は急激に力づ く で操作する と、 ホイールのブ
ロ ッ クが生じ、 車両のコ ン ト ロールを失います。 
雨中を走行する際や、 滑りやすい路面上ではブレーキ力が
著し く 低下し ます。 このよ う な コ ンデ ィ シ ョ ンでは慎重に
優し く ブレーキ操作を し て下さい。 急ブレーキは車両のコ
ン ト ロールを失 う 危険があ り ます。 長 く 急な下り坂を走行
する際にはシ フ ト ダウン し てエンジンブレーキを使用し ま
す。 ブレーキは断続的に短時間だけ使用し て下さ い。 ブ
レーキの長時間にわたる連続的使用は、 摩耗材の過熱を招
き、 ブレーキ能力の著しい低下の原因と な り ます。 規定空
気圧以外のタ イヤはブレーキ能力を低下させる と と もに摩
耗を早め、 また運転の確実性と、 カーブでの安定を欠きま
す。
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車両の停止 
スロ ッ ト ルグ リ ッ プを緩める と、 車両は 徐々にスピー ド を
落と し始めます。 シ フ ト ダウン し ながら ク ラ ッ チをつなぎ、
最後に 1 速からニュー ト ラルに入れます。 ブレーキをかけ
る と、 車両を完全に停止する こ とができます。 赤いスイ ッ
チ (1、 図 125) を下にずら し、 エンジンを OFF に し て下さ
い。 

パーキング
停止させた車両をサイ ド ス タ ン ド を使い駐車し ます。
ハン ドルを左か右に振り き り ます。
これがエンジン停止後、 60 秒以内に行なわれれば、 イ ンス
ト ルメ ン ト パネルのデ ィ スプレ イ上に約 5 秒間 “Waiting for 
lock” ( 図 124) のメ ッ セージが表示されます。
この間にステア リ ングブロ ッ ク設定し たい場合は、 新たに 
赤いスイ ッ チ (1、 図 125) を下にずら し て下さ い。

WAITING
FOR

LOCK

図 124

1

1

図 125
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ステア リ ングブロ ッ クが正常に設定されれば、 タ ン ク イ ン
ス ト ルメ ン ト パネルのデ ィ スプレ イ上に STEERING 
LOCKED ( 図 126) と 5 秒間表示されます。
ステア リ ングブロ ッ クは、 key-on で解除できます。
Hands free システムがステア リ ングブロ ッ クの解除ができ
ない場合、 円形デ ィ スプレ イ上に UNLOCK ERROR ( 図 127)
と表示されます。
この場合、 ハン ド ルレバーを押し ながら車両の停止と再起
動 （Key-Off/Key-On) を推奨し ます。 も し マークが変わらな
い （つま り ステア リ ングロ ッ ク状態のまま） 場合は、
Ducati サービスセン ターにご依頼下さい。

車両停止から 60 秒以内に、 夜間も し く は明る さに乏しい場
所にて目立つよ う に、 Parking 機能を起動させ、 前後部に位
置する ラ イ ト を点灯する こ とができます。

図 126

UNLOCK
ERROR

図 127
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ボタ ン (2、 図 128) を最低 3 秒間押し て く だ さ い。 タ ン ク イ
ンス ト ルメ ン ト パネルのデ ィ スプレ イ上に、 起動を示す
マーク と PARKING( 図 129) が 5 秒間表示され、 ラ ンプは 2
時間点灯し続けます。 この時間が経過する と、 自動的に消
灯し ます。

参考
Parking 機能が起動中に、 突然バッ テ リーが無 く なる

などの理由で電源が遮断された場合、 電源を リ セ ッ ト する
ため、 イ ンス ト ルメ ン ト パネルは機能を停止し ます。

重要
この機能を頻繁に使 う こ と で、 バッ テ リーの消耗が著

し く な り ます。 この機能は必要な時のみに利用する こ と を
お勧めし ます。

警告
エキゾース ト システムは、 エンジンを止めた後も熱い

場合があ り ます。 エキゾース ト システムボデ ィ には手を触
れないよ う 充分注意し、 車両を木材、 木の葉などの可燃物
のそばに駐車し ないよ う に し て下さい。

警告
発進を妨げる タ イプの盗難防止用ロ ッ ク ( デ ィ スク

ロ ッ ク、 リ アスプロケ ッ ト ロ ッ ク等 ) は大変危険で、 車両
の機能と ラ イダーとパッ センジ ャーの安全に危害を与える
おそれがあ り ます。

2

図 128

PARKING
図 129
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燃料の補給 ( 図 130)
給油の際、 入れすぎないよ う に注意し て く だ さ い。 燃料は
給油口の下縁を こえてはいけません。

警告
ガソ リ ンは無鉛に出来るだけ近いもの、 も し く はオク

タ ン価 RON が最低 95 のものを使用し て く だ さい (176 ペー
ジ “補給” 参照 ) 。
プ ラグの上部に燃料が溜ま ってないこ と を確認し ます。

警告 (USA バージ ョ ン )
ガソ リ ンは無鉛に出来るだけ近いもの、 も し く はオク

タ ン価最低 90 (RON+MON)/2 のものを使用し て く だ さい 
(176 ページ “補給” 参照 ) 。

Max level

図 130
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付属アクセサリー ( 図 131)
シー ト (1) 下にツールケース (2) があり、 その下のスペースに
取扱説明書が収納されています。
ツールキッ ト は以下のものからなり ます。
- ヒ ューズ用ピンセ ッ ト
- ヘルメ ッ ト 盗難防止ケーブル 2 本
- ド ラ イバー
- ド ラ イバー用ハン ド ル
- 14/16 mm ソケ ッ ト レンチ
- 6 mm リ ンケージ
- 3 mm 六角レンチ
- 4 mm 六角レンチ
- 5 mm 六角レンチ

ツールケースを取り外すにはシー ト を取り外す必要があ り
ます （121 ページ “シー ト の取り外し” 参照）。

2

1
図 131
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主な整備作業と メ ンテナンス

エア フ ィ ルターの交換

重要
エア フ ィ ルターのメ ンテナンス作業が必要な場合は、

デ ィ ーラーまたは Ducati サービスセン ターにご連絡下さ
い。

クーラ ン ト レベルの点検および補充
車両右側にある拡張タ ン ク内のクーラ ン ト レベルを点検し
ます。
ハン ドルを左側にいっぱい切り、 エキスパンシ ョ ン タ ン ク
脇に見える MIN から MAX 目盛のどのレベルにあるかを確認
し ます。
液体レベルが MIN 以下の場合は補充し ます。

フ ィ ラープ ラグ (1) をゆるめ、 希釈水と不凍液 SHELL 
Advance Coolant または Glycoshell (35 ～ 40%) の混合液を
MAX のレベルになるまで補充し ます。

プ ラグ (1 ) を閉めます。

上記に示された混合液を使用する こ と で最良のコ ンデ ィ
シ ョ ンを保つ事が出来ます
(-20°C/-4°F から凍結し始めます )。

クー リ ングシステムの容量 ： 2.5 リ ッ ト ル

警告
この作業は、 エンジン冷間時に車両が完全に垂直で安

定し た状態で行って下さい。

MAX

MIN

1

図 132
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ブレーキ / ク ラ ッ チフルー ド レベルの点
検 
ブレーキ、 ク ラ ッ チ液のレベルは、 絶対に各リザーバータ
ン クの MIN 目盛り よ り下になってはいけません。
液体レベルが下がり すぎる と、 回路内に空気が混入し、
システム作動に悪影響を及ぼし ます。
また、 定期点検表で指定されているブレーキ / ク ラ ッ チフ
ルー ド補充及び交換は、 Ducati デ ィ ーラーまたはサービス
セン ターに依頼し て下さい。

重要
ブレーキ、 ク ラ ッ チシステムのパイ プは 全て 4 年毎

に交換し て下さい。

ブレーキシステム
ブレーキパッ ド が磨耗し ていないのに、 ブレーキレバー、
ブレーキペダルの過度の遊びに気付いた場合には、 Ducati
デ ィ ーラーまたはサービスセン ターに連絡し、 システムの
点検と エア抜き を行って下さい。

警告
ブレーキ / ク ラ ッ チフルー ド はプ ラスチ ッ クおよび塗

装部分に損傷を与えますので、 こぼさ ないよ う に し て下さ
い。 これらの液体は腐食性ですので傷損害を与える恐れが
あ り ます。 異な った品質のオイルを混ぜないで下さい。
シールの状態をチ ェ ッ ク し て く だ さい。

MAX

MIN

図 134

MIN MIN

図 133
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ク ラ ッ チシステム
ク ラ ッ チレバーに過度の遊びがあ り、 ギアチ ェ ンジの際ク
ラ ッ チにスナ ッ チやジ ャダーが出る場合は、 システム内に
エアが混入し ている事があ り ます。 システムを点検し エア
を排出する必要があるため、 Ducati デ ィ ーラーまたはサー
ビスセン ターにご連絡下さ い。

警告
ク ラ ッ チフルー ド レベルはク ラ ッ チデ ィ スクの磨耗材

の消耗によ って上がる傾向があ り ます。 規定のレベルを超
えないよ う 注意し て下さい ( 最低レベルの 3 mm 上 )。
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ブレーキパッ ドの摩耗点検 ( 図 135 と図 136)
キャ リパー間の開口部を通し てパッ ド の摩耗を点検し ます。
摩耗剤の厚さが一つでもおよそ 1mm ならば、 両方のパッ ド
を交換し ます。

警告
摩耗剤が消耗しすぎる と、 ブレーキデ ィ スク と金属製

サポー ト が接触し、 ブレーキの性能、 デ ィ スクの完全性、
ラ イダーの安全性を損な う可能性があ り ます。

重要
ブレーキパッ ド の交換は Ducati デ ィ ーラーまたは

サービスセン ターで実施し て下さ い。

MIN

図 135

MIN

図 136
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ジ ョ イ ン ト 部の潤滑
スロ ッ ト ルコ ン ト ロールケーブル外部のシースの状態を定
期的に点検する必要があ り ます。 外側プ ラスチ ッ ク部に亀
裂や押し潰された跡があってはいけません。 スロ ッ ト ルグ
リ ッ プを動かし て、 イ ンナーケーブルが滑らかに作動する
こ と を確認し ます。 引っかかった り何か異常を感じ る場合
は、 デ ィ ーラーまたは Ducati サービスセン ターに交換を依
頼し て下さい。 
このよ う な こ と を避けるためスロ ッ ト ル ト ラ ンス ミ ッ シ ョ
ンの場合は 2 本の固定スク リ ュー (1、 図 137) を緩めてス
ロ ッ ト ルを開き、 ケーブルの両端と プーリー (2、 図 138) を
グ リース SHELL Advance Grease または Retinax LX2 で潤滑
し ます。

警告
プーリーの中にケーブルを入れ、 注意し ながらスロ ッ

ト ルを閉じ ます。

カバーを付け、 スク リ ュー (1) を 10 Nm の ト ルクで締め付
けます。 

サイ ド ス タ ン ド のスムーズな作動を確保するために、 汚れ
を取り除き、 全ての可動部分に規定のグ リース SHELL 
Alvania R3 を塗布し て下さい。

1

図 137

2

図 138
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スロ ッ ト ルグ リ ッ プの調整
スロ ッ ト ルコ ン ト ロールグ リ ッ プはどのステア リ ング角度
においても、 ( グ リ ッ プの端で測定 ) 規定値 ：
1.5 ～ 2.0 mm の遊びがなければな り ません。 必要であれば、
車体右側のステア リ ングチューブにある適切なアジ ャス
ター (1 および 2、 図 139) を使用し て調整し ます。
アジ ャス ター (1) はスロ ッ ト ル開度調整用で、 (2) は閉度調
整用です。
アジ ャス ターの保護カバーを引き抜き、 ロ ッ クナ ッ ト (3) を
緩めます。 両方のアジ ャス ターを同程度に使用し て、 以下
のよ う に調整し ます。 時計回り に回すと遊び量が増え、 反
時計回り に回すと減少し ます。 調整が終了し たら ロ ッ ク
ナ ッ ト (3) を締め、 アジ ャス ターに保護キャ ッ プを取り付け
ます。

ä

ä1,5÷2 mm

図 139

21

3

図 140
150



P
J
バッ テ リーの充電
バッ テ リーを充電する際、 バッ テ リーを車両から取り外し
て下さ い。

重要
バッ テ リーはロア フ ェ ア リ ングに設置されてお り、 取

り外し には必ず Ducati オフ ィ シ ャルデ ィ ーラーまたはサー
ビスセン ターに依頼し て く だ さい。

左のロア フ ェ ア リ ング （1、 図 141） を以下のス ク リ ューを
緩めながら取り外し ます。
エレ ク ト リ カル部品タ ン クへのサイ ド 固定スク リ ュー （2、
図 141）
エレ ク ト リ カル部品タ ン クへのア ッパー固定スク リ ュー
（3、 図 141）
中央ロア フ ェ ア リ ングへのアンダー固定スク リ ュー （4、 図
141）

1 2

3

4
図 141
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左ロア フ ェ ア リ ングへ中央ロア フ ェ ア リ ングを固定するス
ク リ ュー （5、 図 142）
スク リ ュー （6、 図 143） を緩め、 バッ テ リーを固定する カ
バー （7、 図 143） を取り外し ます。 

6

7
図 143

5

図 142
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所定の位置からバッ テ リー （8、 図 144） を抜き取り、 陰極
端子 （-） からス ク リ ュー （9、 図 144） を緩めます。
陽極ケーブル （10、 図 144）、 ABS 陽極ケーブル （11、 図
144） を陽極から、 陰極から陰極ケーブル （12、 図 144） を
外し ます。

警告
バッ テ リーは爆発性のガスを発生させます。 熱源の近

く に保管し ないで下さい。

警告
バッ テ リーは幼児の手の届かないと こ ろに置いて下さ

い。

バッ テ リーは 0.9A で 5 ～ 10 時間充電し ます。

充電は換気のよい場所で行って下さい。
端子にチャージ ャーのコ ンダク ターを接続し ます : 赤い端
子はプ ラス (+)、 黒い端子はマイナス (-) 。

重要
電源を入れる前にバッ テ リーをチャージ ャーに接続し

ます。 電源に接続する際に火花が発生し、 セル内の可燃性
ガスに引火する危険があ り ます。
接続は常に赤のプ ラス (+) 極から行って下さい。

9 12

108 11 図 144
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ABS システムの陽極ケーブル （11、 図 145） を陽極ケーブ
ル （10、 図 145） の上に置き、 スク リ ュー （9、 図 145） を
その上に差し込みます。

10

9

11

図 145
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前も って ABS ケーブル （11、 図 146） と組み立てておいた
陽極ケーブル （10、 図 146） をバッ テ リーの陽極に、 陰極
ケーブル （12、 図 146） バッ テ リーの陰極に接続し、 スク
リ ュー （9、 図 146） を差し込みます。
電極のスク リ ュー （9、 図 146） を 5Nm ± 10% の ト ルクで締
め付け、 酸化を防ぐためにバッ テ リー電極周辺にグ リース
を塗布し ます。
図 147 に示す方向にケーブル （10、 図 147） 及び （11、 図
147） を向け、 バッ テ リー （8、 図 147） をサポー ト に取り
付けます。

9 12

108 11 図 146

11

8

10
図 147
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バッ テ リー固定カバー (7、 図 148) を取り付け、 スク リ ュー
（6、 図 148） を 10 Nm ± 10% の ト ルクで締め付けます。 6

7
図 148
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以下の要領で左ロア フ ェ ア リ ング （1、 図 149） を取り付け
ます。
エレ ク ト リ カル部品タ ン クにサイ ド固定スク リ ュー （2、 図
149） を差し込みます。
エレ ク ト リ カル部品タ ン クにア ッパー固定スク リ ュー （3、
図 149） を差し込みます。
中央ロア フ ェ ア リ ングにアンダー固定ス ク リ ュー （4、 図
149） を差し込みます。

1 2

3

4
図 149
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左ロア フ ェ ア リ ングへ中央ロア フ ェ ア リ ングを固定するス
ク リ ュー （5、 図 150） を差し込みます。
スク リ ュー （2、 図 .149）、 （3、 図 149）、 （4、 図 149） 及び
（5、 図 150） を 10 Nm ± 10% の ト ルクで締め付けます。

バッ テ リー充電および冬季の断熱
車両には、 バッ テ リ ー充電用のコネク ター （1、 図 151） が
備わっています。 充電器は販売店で入手できます。

5

図 150

1

図 151
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ト ラ ンス ミ ッ シ ョ ンチ ェーン張力の点検
( 図 152)

重要
チ ェ ーン張力の調整は Ducati オフ ィ シ ャルデ ィ ー

ラーまたはサービスセン ターに依頼し て く だ さ い。

リ アホイールを回転させ、 チ ェ ーンが最も張る位置を探し
ます。
サイ ド ス タ ン ド に車両を駐車し ます。 測定位置でチ ェ ーン
を下方向に押し、 その後離し ます。
“開口部” の上部側面及びペグ中央の距離を測定し ます。
その距離は 9 ～ 11 mm でなければな り ません。

重要
ト ラ ンス ミ ッ シ ョ ンのチ ェーンが張りすぎている、 又

は緩すぎる場合は、 測定値が規定値になるよ う調整し ます。

9 ÷ 11 mm

図 152
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警告
安全な走行状態を保つにはスク リ ュー (1、 図 153) の

正しい締め方がと て も重要です。

重要
不適切なチ ェ ーンの張りは、 ト ラ ンス ミ ッ シ ョ ン部品

の磨耗を促進させます。

チ ェ ーンの潤滑
この車両には、 泥などの侵入を防ぎ、 潤滑を よ り保つ O リ
ングシールの付いたチ ェ ーンが装備されています。 
チ ェ ーンを洗浄する場合には、 シールの損傷を防止するた
め、 専用の溶剤を使用し て下さい。 ウォ ッ シ ャー等でス
チームや圧力のかかった水で洗浄し ないで下さ い。 
洗浄後は、 コ ンプレ ッ シ ョ ンエアーでチ ェ ーンを乾かし、
SHELL Advance Chain または Advance Teflon Chain で潤滑し
ます。

重要
規定オイル以外を塗布する と、 チ ェ ーン、 フ ロン ト  / 

リ アスプロケ ッ ト に損傷を与える可能性があ り ます。

1

図 153
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ハイ / ロービーム電球の交換
切れた電球を交換する前に、 新し い電球が 182 ページの
“エレ ク ト リ カルシステム” の各仕様に適合し ているか確認
し ます。 取り外し た部品を取り つける前に、 新しい電球が
機能するかを確認し て下さ い。
図 154 にはロービーム (LO)、 ハイ ビーム (HI) およびパーキ
ングラ ンプ (1) 配置が図示されています。

ヘ ッ ド ラ ンプ

重要
ロー / ハイ ビームの電球を交換するには、 Ducati

デ ィ ーラーまたはサービスセン ターにご連絡下さい。

警告
雨天時または洗車後に車両を使用する際、 ラ ンプレン

ズが曇っている場合があ り ます。
レンズ内の結露はラ ンプを点灯する と短時間で消えます。

1

LO

HI

図 154
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ヘ ッ ド ラ ンプの光軸調整 ( 図 155)
ヘ ッ ド ラ ンプの光軸をチ ェ ッ クするには、 適切な空気圧の
タ イヤの車両にまたがり、 車体を垂直に保ち、 縦軸に対し
て正しい角度を保持し ます。 車両は壁またはス ク リーンか
ら 10m の距離に配置し ます。 壁にヘ ッ ド ラ ンプの中心と同
じ高さ で水平に線を引き、 また車体の縦軸に一致する垂直
線も引きます。
この作業はできれば薄暗い時間に実施し て下さ い。
ロービームを点灯し ます ：
光の照射範囲の高さが ( 照射された部分と明るいの部分と
の境界の上限 )、 地上からヘ ッ ド ラ ンプの中心までの高さの
9/10 以下でなければな り ません。

参考
この方法は、 イ タ リ アの基準で制定された照射角度に

準拠し たものです。 
イ タ リ ア以外の国での使用は、 それぞれの国で法律に従い
調整し て く だ さい。

10 m 

9
10

x x

図 155
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ヘ ッ ド ラ ンプの垂直方向の光軸調整を行 う にはス ク リ ュー
(1) を、 水平方向の光軸調整を行 う にはス ク リ ュー (2) を回
し ます。

2

図 157

1

図 156
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リ アビ ュー ミ ラーの調整 ( 図 158)
(A) を手で押し、 ミ ラーを調整し ます。

A

図 158
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チューブレス タ イヤ
フ ロン ト タ イヤ空気圧 ：
2.50 bar ( ラ イダーのみ ) - 2.6 bar ( タ ンデム と / も し く は 
バッ ク ) 
リ ア タ イヤ空気圧 ：
2.50 bar ( ラ イダーのみ ) - 2.6 bar ( タ ンデム と / も し く は 
バッ ク ) 
タ イヤの空気圧は外気温や高度によ って も変化し ますので ; 
高度の高い場所や気温差のある場所を走行する場合は、 毎
回点検と調整を行って下さ い。

重要
タ イヤの空気圧はタ イヤ冷間時に測定し なければな り

ません。 
フ ロン ト リムがダ メ ージを受けないよ う に、 悪路を走行す
る時はタ イヤの空気圧を 0.2 ～ 0.3bar 上げて下さい。

タ イヤの修理、 交換 ( チューブレス )
タ イヤに小さ な穴が開いた場合、 チューブレス タ イヤは空
気の減り方が遅いため、 気付 く まで時間がかかる事があ り
ます。 タ イヤの空気圧が下がってきた場合には、 パン クの
可能性をチ ェ ッ ク し ます。

警告
タ イヤがパン ク し た場合はタ イヤを交換し て下さい。 

交換する際は、 標準装備タ イヤと同じ メ ーカー、 タ イプを
指定し て く だ さい。 
走行中のエア漏れを防ぐため、 タ イヤのバルブキャ ッ プが
し っかり締ま っている こ と を確認し ます。 チューブ タ イプ
のタ イヤは絶対に使用し ないで下さい。 突然タ イヤが破裂

し、 ラ イダー、 パッ センジ ャーの安全に大きな危険を及ぼ
し ます。

タ イヤ交換の後には、 必ずホイールバラ ンスの点検を行っ
て下さい。

重要
ホイールバラ ンスのウ ェ イ ト を外し た り、 移動させた

り し ないで下さい。

参考
タ イヤの交換が必要な場合は、 ホイールを正し く 着脱

する こ とが大切ですので、 Ducati オフ ィ シ ャルデ ィ ーラー
またはサービスセン ターにご依頼下さい。
センサー、 フ ォーニ ッ クホイールなど ABS のパーツがホ
イールに装着されてお り、 特別の調整が必要にな り ます。
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タ イヤ摩耗の限度
タ イヤの ト レ ッ ド 面が一番摩耗し ている箇所の (S、 図 159)
溝の深さ を測定し ます ： 
溝の深さは 2mm 以下、 または道交法の規定値以下であって
はな り ません。

重要
タ イヤを定期的に点検し ます。 特に側面に傷やヒ ビが

ないか、 でっぱり、 広範囲のシ ミ 、 内部の損傷を表す箇所
がないかを注意深 く 目視点検し て下さい。 損傷が著しい場
合はタ イヤを交換し て下さ い。
ト レ ッ ド に入り込んだ石や異物は取り除いて下さい。

S

図 159
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 エンジンオイルレベルの点検 ( 図 160)
エンジンオイル量は、 ク ラ ッ チカバー上の 
オイル点検窓 (1) で確認できます。 レベルチ ェ ッ クは車体を
垂直に配置し、 エンジン冷間時に行って く だ さ い。 オイル
液面は、 点検窓の横に指示された目盛の間になければな り
ません。 液量が標準レベルに達し ない場合はエンジンオイ
ル SHELL Advance 4T Ultra を補給し て く だ さい。 フ ィ ラー
プ ラグ (2) を取り、 規定のレベルに達するまで補充し て く だ
さい。 プ ラグを取り付けます。

重要
保証書に記載されている定期点検表に従い、 エンジン

オイルと フ ィ ルターの交換は、 Ducati デ ィ ーラーまたは
サービスセン ターににご依頼下さ い。

粘度
SAE 15W-50
車両使用環境の気温が表示された規定範囲内であれば、 表
に示された以外の粘度のオイルも使用できます。
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スパーク プ ラグの清掃と交換 ( 図 161)
スパーク プ ラグはスムーズなエンジンの作動に と ても重要
ですので、 定期的な点検が必要です。 
定期的に検査をする こ とによ り良好なエンジンの状態を保
つ事が可能にな り ます。 
スパーク プ ラグの点検または交換は、 オフ ィ シ ャルデ ィ ー
ラーまたは Ducati サービスセン ターに依頼し て く だ さい。
中央電極のセラ ミ ッ ク製絶縁体 (1) の色具合をチ ェ ッ ク し ま
す ： 均等な薄い茶色の場合はエンジンの良好な コ ンデ ィ
シ ョ ンを示し ます。 

参考
中央電極の摩耗状態、 電極間の距離の点検 ：

0.8~0.1 mm

重要
広すぎた り、 狭すぎた りする と エンジン性能に影響を

及ぼし、 また、 始動困難やアイ ド リ ングの不安定などを招
きます。

1

0,8 ÷ 0,1 mm

図 161
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車両の清掃
塗装部分と メ タ リ ッ ク部分の本来の艶を長い間保つため、
走行する道路のコ ンデ ィ シ ョ ンに合わせて、 車両を定期的
に清掃、 洗車し なければな り ません。 車両に損傷を与えな
いよ う に、 強すぎる洗剤や溶剤を使用し ないために専用の
洗剤と水を使って洗車し ます。
プレキシガラスおよびシー ト 部の清掃には、 中性洗剤およ
び水のみを使用し て下さい。
定期的にアル ミ ニウム製部品を手作業で清掃し て く だ さい。 
研磨剤や水酸化ナ ト リ ウムが含まれていないアル ミ ニウム
専用洗剤を使用し て く だ さ い。

参考
研磨剤付きスポンジやスチールウールは使用せず、 柔

らかい布のみを使用し て く だ さい。

十分な メ ンテナンスが行われていない車両は保証の対象に
な り ません。

重要
走行後のボデ ィ がまだ暖かい間は、 水染み等を防ぐた

めすぐには洗車を し ないで下さい。 高温や、 ウオ ッ シ ャー
等の圧力のかかった水で洗浄し ないで下さい。 ウオ ッ
シ ャー等の使用は、 フ ォークやホイールベア リ ング、 電装
部分、 ラ ンプ内部の結露 ( く も り )、 フ ォーク シール、 エ
アー吸入口、 エキゾース ト サイ レンサーの磨耗や変形を も
たら し、 車両の安全を損ねるおそれがあ り ます。 

エンジンにひど く 汚れた部分や油脂汚れなどがある時は、
油取り用洗剤を使って、 ト ラ ンス ミ ッ シ ョ ン系統 ( チ ェ ー

ン、 ギア、 リム等 ) に洗剤がかからない様に洗浄し ます。 水
道水で良 く すすぎ、 車体全表面部をセーム革で拭きます。

警告
洗車後は、 ブレーキ能力が落ちる こ とがあ り ます。 ブ

レーキデ ィ スクには絶対に、 グ リースやその他のいかなる
オイルを付けないで下さい。 ブレーキ能力が失われます。 
デ ィ スクは非油性の溶剤で清掃し て く だ さ い。

警告
洗浄、 雨、 または結露はヘ ッ ド ラ ンプレンズの く も り

を生じ させる事があ り ます。
レンズ内の結露はラ ンプを点灯する と短時間で消えます。

ABS の装置が効率よ く 作動するよ う に、 フ ォニ ッ クホイー
ルに注意し て清掃し て く だ さい。 ホイールやセンサーをい
ためますので、 強い洗剤、 溶剤の使用は避けて く だ さい。

参考
イ ンス ト ルメ ン ト パネルの清掃にアルコール又はその

二次製品を使用し ないで く だ さい。

ビレ ッ ト アル ミ の部品を使用し ているのでホイールリムの
清掃には細心の注意をはら って く だ さい。 車体の仕様の度
毎に清掃、 乾燥させて く だ さい。
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長期間の保管 
車両を長期間使用し ない場合、 保管する前に以下の作業を
実施するよ う お薦めし ます ：
車両を清掃し ます。
燃料タ ン ク を空にし ます。
スパーク プ ラグの穴から シ リ ンダーの中に数滴のエンジン
オイルを注入し、 エンジンを手で数回転させてシ リ ンダー
内壁に保護膜を形成させます。
車両をス タ ン ド に立てかけて停車し ます。
ケーブルを外し、 バッ テ リーを取り外し ます。 
1ヶ月以上車両を使用し なかった場合には、 バッ テ リーの点
検と充電、 交換を行う 必要があ り ます。
結露を防止し塗装を保護するため、 車体はカバーで覆いま
す。
車体カバーは Ducati パフ ォーマンスにて取り扱っていま
す。

重要注意事項 
国によ っては ( フ ラ ンス、 ド イ ツ、 イギ リ ス、 スイス等 ) 排
気ガス、 騒音規制の基準を設けている場合があ り ます。 
法に義務付けられた定期点検を行 う他、 規制に適さ ない部
品がある場合は、 適合する Ducati オ リ ジナルパーツ と取替
えて下さい。
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メ ンテナンスプログラム

デ ィ ーラーで行う メ ンテナンス 

走行距離 1000 km 時に行なわれる メ ンテナンス一覧

DDS でエンジン コ ン ト ロールユニ ッ ト 、 車両および ABS 上のエラー検出

エンジンオイル交換

エンジンオイルフ ィ ルター交換

ラ ンプ、 イ ンジケーターの点検

セキュ リ テ ィ デバイスの点検 ( サイ ド ス タ ン ド スイ ッ チ、 ク ラ ッ チレバースイ ッ チ、 右側スイ ッ チモーター停止スイ ッ
チ、 ギアセンサー )

バッ テ リーチャージレベルの点検

エンジンオイルイ ンテーク フ ィ ルター清掃

クーラ ン ト レベルのチ ェ ッ ク

ブレーキ / ク ラ ッ チフルー ド レベルの点検

ブレーキパッ ド とデ ィ スクの消耗度点検
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 タ イヤ圧、 磨耗点検

チ ェ ーン張力の点検と潤滑

サイ ド およびセン タース タ ン ド の動作点検 ( 装備し ている場合 )

セキュ リ テ ィ ーロ ッ ク コ ンポーネン ト 点検 ( 例、 ホイールデ ィ ス クナ ッ ト 、 ブレーキキャ リパー、 ホイールナ ッ ト 、 ギ
アロ ッ ク )

フ レキシブルケーブルと配線ケーブルの摩擦部分、 遊びと動作を目視点検

セキュ リ テ ィ ーデバイス ( 例、 ABS) テス ト を兼ねた道路上の試運転

保証書にある実施サービスチ ェ ッ クの記入

走行距離 1000 km 時に行なわれる メ ンテナンス一覧
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デ ィ ーラーで行う メ ンテナンス 

年走行距離 12000 km で行なわれる メ ンテナンス一覧 ( リ ミ ッ ト の設定次第による )

DDS でエンジン コ ン ト ロールユニ ッ ト 、 車両および ABS 上のエラー検出

エンジンオイル交換

エンジンオイルフ ィ ルター交換

バルブの遊び点検と / または設定 (24000 km ご とに限定 )

タ イ ミ ングベル ト の交換 (24000 km/60ヶ月ご とに限定） )

スパーク プ ラグの交換 (24000 km ご と に限定 )

エア フ ィ ルターの交換 (24000 km ご と に限定 )

フ ロン ト フ ォークオイルの交換 (24000 km ご とに限定 )

クーラ ン ト の交換 (24000 km ご とに限定 )

ラ ンプ、 イ ンジケーターの点検

セキュ リ テ ィ デバイスの点検 ( サイ ド ス タ ン ド スイ ッ チ、 ク ラ ッ チレバースイ ッ チ、 右側スイ ッ チモーター停止スイ ッ
チ、 ギアセンサー )

バッ テ リーチャージレベルの点検

クーラ ン ト レベルのチ ェ ッ ク

ブレーキ / ク ラ ッ チフルー ド レベルの点検

ブレーキパッ ド とデ ィ スクの消耗度点検

タ イヤ圧、 磨耗点検

チ ェ ーン張力の点検と潤滑

フ ァ イナル ト ラ ンス ミ ッ シ ョ ンの磨耗点検

リ アホイールピンの点検と潤滑 (24000 km ご とに限定 )
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お客様が行える メ ンテナンス

サイ ド およびセン タース タ ン ド の動作点検 ( 装備し ている場合 )

セキュ リ テ ィ ーロ ッ ク コ ンポーネン ト 点検 ( 例、 ホイールデ ィ ス クナ ッ ト 、 ブレーキキャ リパー、 ホイールナ ッ ト 、 ギ
アロ ッ ク )

フ レキシブルケーブルと配線ケーブルの摩擦部分、 遊びと動作を目視点検

セキュ リ テ ィ ーデバイス ( 例、 ABS) テス ト を兼ねた道路上の試運転

保証書にある実施サービスチ ェ ッ クの記入

走行距離 1000 km ご とに行なわれる メ ンテナンス一覧

エンジンオイルレベル点検

チ ェ ーン張力設定

年走行距離 12000 km で行なわれる メ ンテナンス一覧 ( リ ミ ッ ト の設定次第による )
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テ クニカルデータ

全体寸法 (mm) ( 図 162)

重量
重量 ( 燃料およびバッ テ リー抜き ) 207 Kg.
重量 ( 燃料込み ) ： 400 Kg.

警告
重量制限を遵守し ない場合、 操縦性と性能の低下を招

き、 車両のコ ン ト ロールを失 う 原因と な り ます。

860
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図 162
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重要
燃料、 オイル等には添加剤を絶対に加えないで下さい。

燃料補給 タ イプ

燃料タ ン ク、 リザーブ 4 リ ッ ト ルを含む オク タ ン価 RON95 以上の無鉛ガソ リ ン
USA バージ ョ ンの車両にはオク タ ン価 90 
(RON+MON)/2 以上の無鉛ガソ リ ンを使用し
ます。

17 リ ッ ト ル
16 リ ッ ト ル （USA）

潤滑回路 SHELL - Advance 4T Ultra 4 リ ッ ト ル

フ ロン ト / リ アブレーキシステム、 ク ラ ッ チ 油圧システム用 SHELL - Advance Brake DOT 
4

—

電極保護液 配線用スプレー SHELL - Advance Contact 
Cleaner

—

フ ロン ト フ ォーク SHELL - Advance Fork 7.5 または Donax TA 720 cc （ス タ ン ド用）

クーラ ン ト システム 不凍液 SHELL - Advance Coolant または
Glycoshell 35 ～ 40% + 水溶液

2.5 リ ッ ト ル
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エンジン
4 ス ト ローク 90° “L” 型 2 気筒、 低タ ン クキャス ト ク ラ ン
クケース付き
ボア mm ：
106
ス ト ローク mm ：
67.9
総排気量、 cm3 ：
1198
コ ンプレ ッ シ ョ ン比 ：
11.5 ± 0.5:1
ク ラ ン クシ ャ フ ト 最大出力 (95/1/CE)、 kW/ 馬力 ：
119 kW/162 馬力 /9,500rpm
ク ラ ン クシ ャ フ ト ト ルク最大回転数、 (95/1/EC) ：
8,000rpm で 13 kgm/128 Nm
最大回転数、 rpm ：
10,800

重要
どんな状況でも許容最大回転数を越えた状態で走行し

てはいけません。

タ イ ミ ングシステム
デスモ ド ロ ミ ッ ク システム ： シ リ ンダーご と に 4 本のバル
ブ、 8 本のロ ッ カーアーム (4 オープニングロ ッ カーアーム、
4 ク ロージングロ ッ カーアーム ) ク ラ ン クシ ャ フ ト よ り ス
パーギア とベル ト ローラー / コグ ド ベル ト で駆動される カ
ムシ ャ フ ト によ っ て制御されます。

デスモ ド ロ ミ ッ ク タ イ ミ ングシステム ( 図 163)

1) オープニング ( ア ッパー ) ロ ッ カーアーム
2) オープニングロ ッ カーシム
3) ク ロージング ( も し く はロア ) ロ ッ カーアームシム
4) ロ ッ カーアームリ ターンスプ リ ング
5) ク ロージング ( も し く はロア ) ロ ッ カーアーム
6) カムシ ャ フ ト
7) バルブ

6

1

2

2 1

5

3

5

4

7

図 163
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性能データ
各ギアにおける最高速度への到達は適切な規定点検整備を
受けて、 適正な慣ら し期間終了後に限り ます。

重要
これは保証の必須条件で、 この条件が順守されなかっ

た結果と し てのエンジンの損傷や寿命の短縮について、
Ducati モーターホールデ ィ ング社はいかなる責任を負 う も
のではあ り ません。

スパーク プ ラグ
メ ーカー ：
NGK
タ イプ ：
MAR9A-J

燃料供給
ミ ツビシ製間接式エレ ク ト ロニ ッ ク イ ンジ ェ クシ ョ ンシス
テム。
楕円対応スロ ッ ト ルボデ ィ ( 直径準拠 )
56 mm
イ ンジ ェ ク ター ( 各シ リ ンダー ) ： 1
イ ンジ ェ ク ター穴 ： 12
ガソ リ ン供給 ： 95-98 RON

警告 (USA バージ ョ ン )
オク タ ン価 90 (RON+MON)/2 以上の無鉛ガソ リ ンを使

用し ます。
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ブレーキ
各ブレーキのアンチブロ ッ クシステムは、 両タ イヤに搭載
されたホール効果センサーで コ ン ト ロールされます。 ABS
の解除が可能です。

フ ロン ト
穴付きセ ミ フ ローテ ィ ングダブルデ ィ ス ク
ブレーキシ ュー材質 ：
スチール製
ハウジング材質 ：
アル ミ ニウム製
デ ィ ス ク直径 ：
320 mm
右側ハン ド ルレバーによる油圧コ ン ト ロール
ブレーキキャ リパー メ ーカー ：
BREMBO
タ イ プ ：
M4.34a （4 ピス ト ンキャ リパー Ø 34）
ブレーキパッ ド 材質 ：
TT 2182 FF
ポンプ タ イ プ ：
PR18/19

リ アサスペンシ ョ ン
穴付き固定デ ィ スク、 スチール製
デ ィ スク直径 ：
265 mm
車体右側ペダルによる油圧コ ン ト ロール
メ ーカー ：
BREMBO
タ イ プ ：
PF 30/32a (2 ピス ト ン フ ロー ト キャ リパー Ø 30 / Ø 32)
ブレーキパッ ド材質 ：
Toshiba TT2182 FF.
ポンプ タ イ プ ：
PS 13

警告
ブレーキフルー ド は腐食性です。 誤って目や皮膚に付

いた場合は大量の流水で洗浄し て下さい。
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ト ラ ンス ミ ッ シ ョ ン
湿式ク ラ ッ チ / 左側ハン ドルバレバーによる操作
エンジン とギアボ ッ クス メ イ ンシ ャ フ ト 間の駆動伝達
エンジンスプロケ ッ ト / ク ラ ッ チスプロケ ッ ト 比 ：
33/61
6 速コ ンス タ ン ト ギア、 車体左側ペダルによる操作
ギアスプロケ ッ ト / リ アスプロケ ッ ト 比 ：
15/43
変速比 ：
1 速 　 15/37 
2 速 　 17/30 
3 速 　 20/27 
4 速 　 22/24 
5 速 　 24/23 
6 速 　 25/22 

ト ラ ンス ミ ッ シ ョ ンチ ェ ーン ：
メ ーカー ：
DID
タ イプ ： 
HV2 525
サイズ ：
5/8 “x1/16 “ 
リ ン ク数 ：
118

重要
上記のギア比は認可されたものですので、 いかなる こ

とがあっても変更し てはいけません。 

この車両を競技用に仕様変更する場合には、 Ducati モー
ターホールデ ィ ング社から特別なギア比に関する情報を提
供いた し ますので、 オフ ィ シ ャルデ ィ ーラーまたは Ducati
サービスセン ターにお問い合わせ下さい。

警告
リ アスプロケ ッ ト の交換作業は、 Ducati デ ィ ーラーま

たはサービスセン ターにお問い合わせ下さい。 この部品の
誤った交換作業はラ イダーの安全に深刻な危険を もたら し、
車両に回復不能な損傷を与える原因と な り ます。
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フ レーム
ALS450 スチール製パイプ ト レーリ スフ レーム
アル ミ ニウムキャス ト リ ア フ レーム
ステア リ ングヘ ッ ド アングル ： 28°.
ステア リ ングアングル ： 左 34° / 右 34°
ト レ イル ： 130 mm

ホイール
9 スポーク軽合金リム

フ ロン ト
サイズ ：
MT 3.50x17"

リ アサスペンシ ョ ン
サイズ ：
MT 8.00x17"

タ イヤ

フ ロン ト
“チューブレス” ラ ジアルタ イヤ
サイズ ：
120/70-ZR17

リ アサスペンシ ョ ン
“チューブレス” ラ ジアルタ イヤ
サイズ ：
240/45-ZR17 

サスペンシ ョ ン

フ ロン ト
ハイ ド ロ リ ッ ク倒立フ ォーク、 プ リ ロー ド ( フ ォーク イ ン
ナースプ リ ング ) 及びリバウン ド / コ ンプレ ッ シ ョ ン調整
システム付き
ス タ ンシ ョ ンチューブ直径 ：
加工済み 50 mm
ホイール ト ラベル
120 mm

リ アサスペンシ ョ ン
リバウン ド / コ ンプレ ッ シ ョ ン調整、 スプ リ ングプ リ ロー
ドのリ モ コ ン操作が可能なシ ョ ッ クアブ ソーバーは、 フ
レーム上部と スイ ングアーム下部の中心に位置し ます。 ス
イ ングアームはフ レーム、 エンジン用ピンの基点の回り を
回転し ます。 
このシステムは車両に高い安定性を もたら し ます。
シ ョ ッ クアブ ソーバース ト ローク ：
59.5 mm
ホイール ト ラベル
120 mm
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エキゾース ト システム
アル ミ 製端部付きステンレス製モ ノ ブロ ッ クマ フ ラー
マフ ラー内の集積触媒システムと排気筒上のラムダセン
サー 

カ ラーバリ エーシ ョ ン
レ ッ ド及びマ ッ ト カーボン
エナ メルレ ッ ド ド ゥ カテ ィ 　 コー ド 番号 ： 54D234015 
(AKZO)
レ ッ ド フ レーム、 ブ ラ ッ クホイール。

グロ ッ シー及びマ ッ ト カーボン
エナ メルパールホワイ ト シルク 　 コー ド番号 ： 53E23102 
(AKZO)
レーシングブ ラ ッ ク フ レーム、 ブ ラ ッ クホイール。

エレ ク ト リ カルシステム
主要構成部品は以下の通り です ：
ヘ ッ ド ラ ンプ ：
ロービーム 1xH7 ブルービジ ョ ン (12V-55W)
ハイ ビーム 1xH1 (12V-55W)
パーキングラ ンプ : LED (12V-2.4W)
ハン ドル上スイ ッ チ
ターン イ ンジケーター :
フ ロン ト ： LED (13.5V-2.9W)
警告ホーン
ス ト ッ プ ラ ンプスイ ッ チ
バッ テ リー、 12V-10 Ah、 密封タ イプ
オルタ ネーター、 12V-430W
マス ターヒ ューズは 30A ヒ ューズで保護されています。
バッ テ リー (C、 図 166) 後のス ターターコ ン タ ク ター上に配
置されています。
ス ターターモーター 12V-0.7 kW.
バッ ク ラ イ ト 、 ス ト ッ プ ラ イ ト 、 及び リ ア ターン イ ンジ
ケーター ：
ポジシ ョ ン ： （13.5V-0.6W）
ス ト ッ プ ラ イ ト ： LED （13.5V-2.8W）
リ ア ターン イ ンジケーター ： LED （13.5V-2.06W） 。
ナンバープレー ト ラ ンプ ： LED （13.5V-0.67W） 。

参考
電球の交換については 161 ページの “ロー / ハイ ビー

ム電球の交換” を参照し て下さい。
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ヒ ューズ
エレ ク ト リ ッ ク コ ンポーネン ト プロテ ク ト はフ ロン ト およ
びリ ア ヒ ューズボ ッ クス内に １ ２ 、 ス ターターコ ン タ ク
ター上に一つあ り ます。 それぞれのボ ッ クス内に補給
ヒ ューズがあ り ます。
用途およびアンペアを知るには表を参照し て く だ さい。
左リ ア ヒ ューズボ ッ クス （A、 図 164） 及び右リ ア ヒ ューズ
ボ ッ クス （B、 図 165） はシー ト 下のスペースに装備されて
います。
ヒ ューズを取り外すにはシー ト を取り外す必要があ り ます
（121 ページ “シー ト の取り外し” 参照）。
ヒ ューズの交換には、 各ヒ ューズの配置と定格が表記され
た保護カバーを外し て く だ さい。

リ ア ヒ ューズボ ッ クス （A、 図 164）

配置 内容 アンペア値

1 - -

2 イ ンス ト ルメ ン ト パネル 10 A

3 エンジン コ ン ト ロールユ
ニ ッ ト  

5 A

4 Key-sense 15 A

5 イ ンジ ェ クシ ョ ン リ レー 20 A

6 スロ ッ ト ルオープン リ レー
(ETV)

15 A

6

5

4

3

2

1 A

図 164
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 右リ ア ヒ ューズボ ッ クス （B、 図 165）

配置 内容 アンペア値

1 Black Box システム (BBS) 7.5 A

2 ナビゲーター / ア ラーム 7.5 A

3 ABS 2 25 A

4 ABS 1 30 A

5 フ ァ ン 10 A

6 診断 / 充電 7.5 A

6
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4

3

2

1
B

図 165
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参考
メ イ ン ヒ ューズを操作するには左ロア フ ェ ア リ ングを

取り外し ます （151 ページ “バッ テ リ ーの充電” を参照）

メ イ ン ヒ ューズ （C、 図 166） は、 ス ターターコ ン タ ク ター
(D) 上、 バッ テ リーの近 く に位置し ています。 交換の際は保
護キャ ッ プ (E) を取り外し て下さ い。
切れた ヒ ューズは、 イ ンナーフ ィ ラ メ ン ト が溶断し ている
こ と で確認できます (F、 図 167)。

重要
回路のシ ョ ー ト を防止するために、 ヒ ューズ交換は

Key-of 後に し て下さい。

警告
表示されている規定以外のヒ ューズは決し て使用し な

いで下さい。 このルールを守らない場合には、 エレ ク ト リ
カルシステムに損傷を招き、 火災の原因と な り ます。

DC

E

図 166

F F

図 167

正常 溶断
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イ ンジ ェ クシ ョ ン / エレ ク ト リ カルシステム配線図凡例

1) 右側スイ ッ チ
2) イモビ ラ イザー
3) Hands Free リ レー
4) Hands free
5) フ ロン ト ヒ ューズボ ッ クス
6) 右フ ァ ン
7) 左フ ァ ン
8) フ ァ ン リ レー
9) 燃料ポンプ リ レー
10) ride-by-wire リ レー (ETV)
11) イ ンジ ェ クシ ョ ン コ ン ト ロールユ

ニ ッ ト (EMS)
12) リ ア ヒ ューズボ ッ クス
13) データの獲得 / 診断
14) ス ターターモーター
15) ヒ ューズコ ン タ ク ター
16) バッ テ リー
17) アース配線
18) レギュ レーター
19) ジ ェ ネレーター
20) フ ューエルポンプ
21) 燃料レベル
22) 右リ ア ターン イ ンジケーター
23) リ ア ラ イ ト
24) 左リ ア ターン イ ンジケーター
25) 車両コ ン ト ロールユニ ッ ト (BBS)
26) 防犯ア ラーム
27) エキゾース ト バルブモーター
28) ギアセンサー
29) リ アスピー ド センサー

30) ABS コ ン ト ロールユニ ッ ト
31) ガスグ リ ッ プポジシ ョ ンセンサー

(APS)
32) ポテンシオ メ ーター / ride-by-wire 

(TPS/ETV)
33) エンジン回転作動センサー
34) バーチカル MAP センサー
35) ホ リ ゾン タル MAP センサー
36) エンジン温度
37) 気温センサー
38) バーチカルラムダセンサー
39) ホ リ ゾン タルラムダセンサー
40) オイルプレ ッ シ ャースイ ッ チ
41) リ アス ト ッ プ
42) サイ ド ス タ ン ド スイ ッ チ
43) ク ラ ッ チスイ ッ チ
44) フ ロン ト ス ト ッ プ
45) バーチカルメ イ ン イ ンジ ェ ク ター
46) ホ リ ゾン タル メ イ ン イ ンジ ェ ク

ター
47) バーチカルコ イル
48) ホ リ ゾン タルコ イル
49) 左側スイ ッ チ
50) 警告ホーン
51) フ ロン ト スピー ド センサー
52) 左フ ロン ト ターン イ ンジケーター
53) ハン ドルバーに設置されたイ ンス

ト ルメ ン ト パネル
54) タ ン クのイ ンス ト ル メ ン ト パネル
55) 右フ ロン ト ターン イ ンジケーター

56) ナビゲーター
57) ハイ ビーム / ロービームラ ンプ
58) パーキングラ ンプ :
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配線カ ラー表
B 青
W 白
V 紫
BK 黒
Y 黄
R 赤
LB ラ イ ト ブルー
GR グレー
G 緑
BN 茶
O オレンジ
P ピン ク

参考
配線図はマニュ アルの最後尾にあ り ます。
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定期点検メ モ

Km DUCATI サービスセン ター名 走行距離 実施日

1000
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48000
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